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後
記

　
今
年
は
、元
旦
よ
り
大
き
な
ニュ
ー
ス
が
飛

び
込
み
ま
し
た
。能
登
半
島
地
震
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
中
に
は
、ご
親
族
、ご
友
人
、

知
人
の
方
が
震
災
に
あ
わ
れ
た
方
も
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。振
り
返
れ
ば
、二
十
八
年
前
の
阪

神
淡
路
大
震
災
、十
三
年
前
の
東
日
本
大
震

災
、八
年
前
の
熊
本
地
震
、そ
し
て
今
回
の
能

登
半
島
地
震
。大
き
な
地
震
が
間
隔
を
短
く

し
て
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
る
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　
師
か
ら
贈
ら
れ
た
掛
け
軸『
平
常
心
是

道
』事
に
あ
た
っ
て
普
通
通
り
で
居
ら
れ
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、師
か
ら
は
平
常
心

と
は
平
常（
平
生
）の
心
構
え
だ
と
言
わ
れ
ま

し
た
。想
定
訓
練
な
ど
㆒
番
身
近
な
事
例
で

す
。震
災
も
で
す
が
、こ
の
四
年
間
コ
ロ
ナ
禍

で
体
験
し
た
も
の
は
次
の
世
代
に
受
け
継
が

せ
て
い
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。そ
う
い
う
も
の

を
こ
の
剣
脈
を
通
じ
て
報
じ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
少
子
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、少
年
少
女
の
武

道
に
対
す
る
関
心
度
は
薄
れ
る
ば
か
り
。剣

道
、居
合
道
、杖
道
人
の
㆒
人
㆒
人
が
、知
人

に
㆒
声
掛
け
る
・・・
先
ず
は
こ
の
声
掛
け
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　（
広
報
委
員
会
：
小
田
）

かまど

昇
　
格

剣
道「
教
士
」（
令
和
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年
十
一
月
十
五
日
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介
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友
田

　秀
志

河
野

　義
博

山
内
正
太
郎

中
野

　清
隆

毛
利

　幸
路

川
添

　淳
一

井
上

　
　忠
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友
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仁
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横
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子

田
中
賢
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小
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板
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秋
吉

　
　浩

朝
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　勝
之

富
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　裕
明

三
栗
野
真
次

林
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向
江
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治

安
河
内
裕
治

沼
田

　
　忍

西
田

　
　強

横
溝
俊
二
郎

剣
道「
錬
士
」（
令
和
五
年
十
一
月
十
五
日
）

山
本

　杏
莉

増
田

　勝
也

草
場

　太
郎

加
幡

　直
樹

藤
岡

　弘
径

西
村
龍
太
郎

藤
井

　勝
也

村
田

　享
平

今
村

　洋
輔

野
口

　将
士

川
中

　義
彦

伊
藤

　基
修

今
泉

　佑
太

武
末

　
　亮

黨

　
　
　雅

野
口

　豊
浩

秋
吉

　秀
範

石
松

　良
孝

海
付

　龍
也

安
達

　友
裕

大
坪

　信
幸

猪
原

　次
郎

石
井

　規
子

田
口

　博
之

松
尾

　則
行

飛
田

　敬
二

居
合
道「
教
士
」（
令
和
五
年
十
一
月
十
五
日
）

廣
房

　憲
治

安
部

　輝
幸

末
山

　幸
一
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剣
道「
六
段
」（
令
和
五
年
十
一
月
十
二
日
）

柳
井
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和

佐
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高
雅

小
田

　将
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里
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石
田

　昭
吾

剣
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六
段
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令
和
六
年
二
月
四
日
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冨
田
剣
太
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緒
方

　大
地

松
尾
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汰

松
﨑

　凌
治

剣
道「
五
段
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令
和
六
年
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月
十
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日
）
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太
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岡
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河
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井
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上
野
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吉
武

　雅
人

栗
山

　洋
平

小
佐
々
貴
仁

石
橋

　正
輝

大
田
黒
和
也

岡
石

　和
浩

井
口

　
　真

剣
道「
七
段
」（
令
和
六
年
二
月
三
日
）

西

　福
太
郎

櫻
木

　大
海

折
居

　奨
太

堀
内

　清
隆

甲
斐

　康
裕

今
村

　
　剛

橋
本
好
次
郎

藤
原

　孝
行

山
下

　竜
司

石
井

　豊
勝

大
黒
勇
一
郎

高
井

　正
敏

昇
　
段

五
段
以
上
合
格
者

剣
道「
七
段
」（
令
和
五
年
十
一
月
十
一
日
）

江
﨑

　
　譲

加
治
慶
二
郎

山
下
慎
二
郎

花
田

　進
一

居
合
道「
七
段
」（
令
和
五
年
十
二
月
五
日
）

井
手
烈
太
郎

坂
田

　義
文

居
合
道「
六
段
」（
令
和
五
年
十
二
月
五
日
）

ジ
ェ
ー
ム
ズ 

ジ
ャ
ッ
ク

横
田

　篤
史

上
野

　
　二

居
合
道「
錬
士
」（
令
和
五
年
十
一
月
十
五
日
）

久
保

　育
子

磯
野
美
佐
緒

庄
村

　育
功

溝
口

　敬
二

杖
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錬
士
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令
和
五
年
十
一
月
十
五
日
）

荒
木

　正
亨

磯
野
美
佐
緒

杖
道「
五
段
」（
令
和
五
年
十
一
月
十
五
日
）

柿
本
由
貴
美

森

　
　信
彦

澤
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　弘
一

落
石

　智
基

梶
原

　勝
彦

杉
本

　充
治

簑
添

　潤
二

吉
次

　雅
彦

税
田

　健
司

佐
藤

　勝
詔

緒
方

　圭
介

川
原

　
　裕

宮
ケ

　優
也

渡
邊

　貴
之

古
田

　
　朗

北
島

　良
太

村
上

　智
則

井
手

　信
介

川
口

　
　誠

末

　
　寛
行

三
宅

　康
敬

広
重

　正
俊

末
廣

　晴
規

深
川

　邦
彦

竹
松

　道
信

大
野

　
　一

田
江

　遥
香

𠮷
田
未
咲
希

野
田

　華
凜

綾
部

　七
星

岩
谷

　典
子

上
田

　明
希

加
藤
和
歌
奈

松
尾

　
　優

原
田

　詳
子

小
川

　和
也

坂
尾
竜
太
郎

後
藤

　啓
介

久
保
有
希
奈

森
本
沙
央
里

吉
川

　真
由

草
野

　英
也

馬
場

　祐
輔

大
曲

　健
太

川
谷

　祥
子

似
吹

　史
昭

酒
井

　裕
史

兼
屋

　友
生

勝
木

　隆
司

古
賀

　宣
裕

崎
野

　勇
介

西
岡

　将
隆

吉
田

　武
史

武
岡

　
　稔

中
野

　
　亮

太
田

　友
幸

岩
佐
泰
一
朗

中
原

　武
伸

井
上

　晋
祐

寺
坂

　
　聡

仲
西

　靖
之

光
耒
出
和
人

金
子

　誠
剛

北
島

　高
信

日
田

　樹
男

波
多
江
み
の
り

緒
方

　良
守

藤
瀬

　紀
英

久
山

　賢
治

村
田

　安
生

大
戸

　龍
太

木
龍

　秀
孝

内
藤

　輝
明

岸
野

　裕
子

松
本

　和
博

野
口

　幹
矢

中
本

　幸
範

髙
野

　哲
夫
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武道功労賞受賞

武
道
功
労
賞
受
賞

　
私
は
電
気
事
業
に
従
事
す
る
傍
ら
、

剣
道
関
係
の
公
的
活
動
と
し
て
、
九
州

実
業
団
剣
道
連
盟
理
事
長
を
平
成
十
三

年
か
ら
同
二
十
六
年
ま
で
の
十
三
年
間
、

ま
た
、
福
岡
県
剣
道
連
盟
会
長（
九
州

剣
道
連
盟
会
長
を
兼
務
）を
平
成
二
十
二

年
か
ら
令
和
二
年
ま
で
の
十
年
間
務
め
て

き
た
が
、
ま
ず
は
こ
の
間
の
関
係
者
の
絶

大
な
る
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
今
回
の
武
道
功
労
賞
受
賞
は
、
上
田

個
人
に
対
し
て
で
は
な
く
、
今
ま
で
剣
道

の
普
及
振
興
の
活
動
に
伴
い
、
福
岡
の
先

生
方（
宮
川
英
俊
、
牧
瀬
憲
保
、
神
民

也
、⻆
正
武
の
各
範
士
）共
々
、
そ
の
栄

誉
に
浴
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
って
い
る
。

　
剣
業
㆒
如
を
目
指
し
て

　
私
は
幼
少
期
か
ら
剣
道
に
憧
れ
を
抱

い
て
い
た
が
、
丁
度
戦
後
の
剣
道
空
白
期

（
占
領
下
に
よ
る
日
本
武
道
の
禁
止
期

間
）に
青
年
期
を
迎
え
た
た
め
、
竹
刀
を

初
め
て
握
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
八
年
、

高
校
二
年
生
の
時
で
あ
っ
た
。
当
時
は
ま

だ
戦
後
の
荒
廃
か
ら
復
興
し
て
お
ら

ず
、
指
導
者
は
お
ら
ず
、
ま
た
道
場
は

勿
論
体
育
館
も
な
く
、
学
校
中
庭
、
空

白
地
や
、
さ
び
れ
た
教
室
を
借
り
て
、

我
流
の
練
習
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
大

学
入
学
後
も
㆒
応
剣
道
部
に
所
属
し
て

い
た
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
基
礎
の
で
き

て
い
な
い
状
態
で
試
合
に
勝
て
る
は
ず
は

な
く
、
あ
れ
だ
け
憧
れ
て
い
た
剣
道
で

あ
っ
た
が
、
不
完
全
燃
焼
の
ま
ま
、
学

生
時
代
の
剣
道
部
生
活
は
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
従
って
剣
道
の
原
点
に
真
に
目
醒
め
、

心
を
込
め
て
取
組
み
だ
し
た
の
は
、
昭

和
三
十
四
年
社
会
人
、
つ
ま
り
九
州
電

力
へ
入
社
し
て
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
九

州
電
力
剣
道
部
は
、
九
州
で
は
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
チ
ー
ム
と
覇
を
競
い
、
全
国

大
会
で
準
優
勝（
昭
和
三
十
二
年
）の
実

績
を
持
つ
な
ど
高
い
レ
ベ
ル
を
保
っ
て
い

た
。
社
内
で
も
毎
年
、
厚
生
行
事
と
し

て
全
社
剣
道
大
会
が
催
さ
れ
、
そ
の
中

の
優
秀
選
手
が
会
社
を
代
表
し
て
対
抗

公
益
社
団
法
人

　福
岡
県
剣
道
連
盟

相
談
役

　
　上
田

　憲
幸

脈　　動

試
合
に
出
場
し
た
。
私
も
代
表
選
手
を

目
指
し
て
昇
段
を
重
ね
た
が
、
そ
の
壁

は
厚
か
っ
た
。
年
を
経
る
毎
に
担
当
す
る

仕
事
の
重
み
も
増
し
て
いっ
た
が
、
課
題

は
い
か
に
高
い
レ
ベル
で
仕
事
と
剣
道（
実

技
だ
け
で
は
な
く
、
剣
道
関
係
の
公
的

業
務
を
含
む
）を
両
立
さ
せ
て
い
く
か
、

で
あ
っ
た
。

　
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
時
、
家
人

が「
う
ち
の
お
父
さ
ん
は
、
仕
事
が
忙
し

く
な
る
時
程
稽
古
を
す
る
。
普
通
は
反

対
な
の
に
」と
。
自
分
で
振
り
返
っ
て
み

れ
ば
確
か
に
忙
し
い
時
程
、
稽
古
に
集

中
し
て
い
た
。
そ
れ
は
直
接
的
に
は
、

剣
道
に
仕
事
の
息
抜
き
を
求
め
て
い
た

の
で
あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
そ
れ
が
精
神

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
た
せ
、
仕
事
と
剣
道
に

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
思
考
を
も
た
ら
す
も
の
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
剣
業
㆒
如
と
は
、
仕

事
と
剣
道
を
別
々
の
も
の
と
は
考
え

ず
、
遂
行
の
過
程
で
お
互
い
が
ラ
セ
ン
状

に
作
用
し
、
双
方
の
質
を
高
め
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。

　
私
は
電
力
設
備
建
設
過
程
で
、
幾
多

の
厳
し
い
局
面
に
直
面
し
た
が
、
剣
業
㆒

如
で
学
ん
だ
集
中
力
で
平
静
さ
を
保
つ
こ

と
が
で
き
、
難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
剣
業
㆒
如
を
人
生
訓
と
す
る
由
縁
で

あ
る
。
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一二三六十十
一

十
一

十
三

十
四

十
五

十
七

　

脈
　
　
動

令
和
六
年
度
に
む
け
て

公
益
社
団
法
人

　福
岡
県
剣
道
連
盟

専
務
理
事

　
　嶌
末

　秀
一

武
道
功
労
賞
受
賞

脈
動

　
令
和
五
年
度
を
振
り
返
る
と
五
月
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
感
染
症
予
防

法
の
二
類
か
ら
五
類
に
移
行
し
、
制
約

が
解
除
さ
れ
予
防
に
注
意
を
払
い
な
が

ら
も
通
常
を
取
り
戻
し
、
計
画
通
り

に
事
業
を
実
施
で
き
ま
し
た
。
来
年
度

も
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く

計
画
通
り
に
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
令
和
六
年
度
の
重
点
項
目
を
各

専
門
委
員
会
委
員
長
、
諮
問
機
関
で

あ
る
医
科
学
委
員
会
の
意
見
に
よ
り
次

の
よ
う
に
掲
げ
ま
し
た
。

・
将
来
の
安
定
的
な
財
政
基
盤
確
立

　に
向
け
た
収
支
構
造
の
最
適
化

・
公
益
目
的
事
業
等
の
事
業
運
営
の

　
適
正
か
つ
効
率
的
な
運
用

・
倫
理
規
定
の
遵
守
な
ら
び
に
安
全   

　な
事
業
運
営

・
生
涯
剣
道
を
目
指
す
た
め
の
医
学

　
的
知
識
・
技
術
の
提
供

・
大
会
、
審
査
会
、
稽
古
会
を
安
全

　に
行
う
た
め
の
援
助

・
感
染
症
の
流
行
状
況
に
応
じ
た
　

　
対
処
方
法
の
検
討

・
各
種
大
会
、
講
習
会
、
研
修
会    

　
等
に
参
加
す
る
会
員
への
快
適
な

　
環
境
づ
く
り

・
感
染
症
予
防
を
ふ
ま
え
た
適
切     

　
な
事
業
運
営
の
策
定

・
剣
道
の
正
し
い
継
承
と
普
及
発
展

　の
た
め
、
講
習
会
内
容
の
充
実

・
試
合
審
判
法
の
徹
底
と
審
判
員
　

　の
技
術
向
上

・
女
子
講
習
会
の
充
実
と
女
性
講
師

　の
登
用

・「
小
・
中
・
高
㆒
貫
指
導
剣
道
強

　
化
合
宿
」の
継
続
と
充
実

・
少
年
剣
道
指
導
者
に
対
し
暴
力
禁

　
止
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
意
識
の

　
徹
底

・
少
年
剣
道
指
導
者
層
、
学
校
指
導

　
者
と
の
連
携
を
図
り
、
部
活
動
改

　
革
と
剣
道
人
口
減
少
への
対
応

・
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
都
道
府
県

　
対
抗
剣
道
大
会
で
ベ
ス
ト
四
以
上

　
を
達
成
で
き
る
強
化
訓
練
の
実
施

・
少
年
か
ら
中
高
年
齢
層
選
手
ま
で

　の
継
続
的
強
化

・
会
員
か
ら
の
情
報
収
集
方
法
の
検
討

・
剣
脈
内
容
の
充
実

・
少
年
剣
道
会
員
、
部
員
が
増
加
し

　
た
道
場
や
学
校
等
の
情
報
発
信

上
が
り
な
ど
で
支
出
が
増
加
す
る
こ
と

は
分
か
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
収
入
を

増
や
す
こ
と
は
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と

で
す
。
会
費
に
つ
い
て
会
員
資
格
に
つ
い

て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
今
年
度
に
な
り
、
初
め
て
四
つ
の

企
業
に
賛
助
会
員
と
な
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
賛
助
会
員
の
呼
び
か
け
な
ど

も
必
要
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
も
残
念
な
が
ら
講
習

会
、
地
域
連
絡
員
会
議
等
で
体
罰
、

暴
力
の
禁
止
、
暴
言
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
行
為
の
撲
滅
等
を
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
が
、
未
に
指
導
者
に
よ
る
暴
言
な

ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
の
通
報
が
多
く

あ
り
浸
透
し
き
れ
て
な
い
感
が
あ
り
ま

す
。
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
、
剣
道
人
口
の
減
少
に
も
関
わ
って
き

ま
す
。
指
導
者
全
員
に
徹
底
で
き
る
よ

う
各
地
域
剣
道
連
盟
で
の
研
修
会
等
を

実
施
し
て
根
絶
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
令
和
六
年
度
も
課
題
が
多
く
あ
り
、

単
年
度
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
で
も
課
題

解
決
に
向
か
って
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
以
上
で
す
が
、
令
和
六
年
度
も
重
点

項
目
に
つ
い
て
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
財
政
に
関
し
て
事

業
内
容
を
見
直
し
、
無
駄
を
な
く
し
経

費
の
削
減
に
努
め
る
こ
と
は
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
す
で
に
郵

便
料
金
の
値
上
げ
や
令
和
七
年
度
に
は

新
武
道
館
への
移
転
に
伴
う
賃
料
の
値

❶ 

財
政
基
盤
の
確
立
と
適
正
な

　

 

事
業
運
営

❷ 

健
康
・
安
全
対
策
の
実
施

❸ 

大
会
、
講
習
会
、
研
修
会
等
の

　

 

適
切
な
事
業
運
営

❹ 

指
導
者
層
の
拡
大
と

　

 

指
導
内
容
の
充
実

❺ 

少
年
剣
道
の
育
成

❻ 

全
国
ト
ッ
プ
を
目
指
す

　

 

「
チ
ー
ム
福
岡
」つ
く
り

❼ 

広
報
活
動
の
推
進
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武道功労賞受賞

武
道
功
労
賞
受
賞

　
私
は
電
気
事
業
に
従
事
す
る
傍
ら
、

剣
道
関
係
の
公
的
活
動
と
し
て
、
九
州

実
業
団
剣
道
連
盟
理
事
長
を
平
成
十
三

年
か
ら
同
二
十
六
年
ま
で
の
十
三
年
間
、

ま
た
、
福
岡
県
剣
道
連
盟
会
長（
九
州

剣
道
連
盟
会
長
を
兼
務
）を
平
成
二
十
二

年
か
ら
令
和
二
年
ま
で
の
十
年
間
務
め
て

き
た
が
、
ま
ず
は
こ
の
間
の
関
係
者
の
絶

大
な
る
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
今
回
の
武
道
功
労
賞
受
賞
は
、
上
田

個
人
に
対
し
て
で
は
な
く
、
今
ま
で
剣
道

の
普
及
振
興
の
活
動
に
伴
い
、
福
岡
の
先

生
方（
宮
川
英
俊
、
牧
瀬
憲
保
、
神
民

也
、⻆
正
武
の
各
範
士
）共
々
、
そ
の
栄

誉
に
浴
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
って
い
る
。

　
剣
業
㆒
如
を
目
指
し
て

　
私
は
幼
少
期
か
ら
剣
道
に
憧
れ
を
抱

い
て
い
た
が
、
丁
度
戦
後
の
剣
道
空
白
期

（
占
領
下
に
よ
る
日
本
武
道
の
禁
止
期

間
）に
青
年
期
を
迎
え
た
た
め
、
竹
刀
を

初
め
て
握
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
八
年
、

高
校
二
年
生
の
時
で
あ
っ
た
。
当
時
は
ま

だ
戦
後
の
荒
廃
か
ら
復
興
し
て
お
ら

ず
、
指
導
者
は
お
ら
ず
、
ま
た
道
場
は

勿
論
体
育
館
も
な
く
、
学
校
中
庭
、
空

白
地
や
、
さ
び
れ
た
教
室
を
借
り
て
、

我
流
の
練
習
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
大

学
入
学
後
も
㆒
応
剣
道
部
に
所
属
し
て

い
た
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
基
礎
の
で
き

て
い
な
い
状
態
で
試
合
に
勝
て
る
は
ず
は

な
く
、
あ
れ
だ
け
憧
れ
て
い
た
剣
道
で

あ
っ
た
が
、
不
完
全
燃
焼
の
ま
ま
、
学

生
時
代
の
剣
道
部
生
活
は
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
従
って
剣
道
の
原
点
に
真
に
目
醒
め
、

心
を
込
め
て
取
組
み
だ
し
た
の
は
、
昭

和
三
十
四
年
社
会
人
、
つ
ま
り
九
州
電

力
へ
入
社
し
て
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
九

州
電
力
剣
道
部
は
、
九
州
で
は
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
チ
ー
ム
と
覇
を
競
い
、
全
国

大
会
で
準
優
勝（
昭
和
三
十
二
年
）の
実

績
を
持
つ
な
ど
高
い
レ
ベ
ル
を
保
っ
て
い

た
。
社
内
で
も
毎
年
、
厚
生
行
事
と
し

て
全
社
剣
道
大
会
が
催
さ
れ
、
そ
の
中

の
優
秀
選
手
が
会
社
を
代
表
し
て
対
抗

公
益
社
団
法
人

　福
岡
県
剣
道
連
盟

相
談
役

　
　上
田

　憲
幸

脈　　動

試
合
に
出
場
し
た
。
私
も
代
表
選
手
を

目
指
し
て
昇
段
を
重
ね
た
が
、
そ
の
壁

は
厚
か
っ
た
。
年
を
経
る
毎
に
担
当
す
る

仕
事
の
重
み
も
増
し
て
いっ
た
が
、
課
題

は
い
か
に
高
い
レ
ベル
で
仕
事
と
剣
道（
実

技
だ
け
で
は
な
く
、
剣
道
関
係
の
公
的

業
務
を
含
む
）を
両
立
さ
せ
て
い
く
か
、

で
あ
っ
た
。

　
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
時
、
家
人

が「
う
ち
の
お
父
さ
ん
は
、
仕
事
が
忙
し

く
な
る
時
程
稽
古
を
す
る
。
普
通
は
反

対
な
の
に
」と
。
自
分
で
振
り
返
っ
て
み

れ
ば
確
か
に
忙
し
い
時
程
、
稽
古
に
集

中
し
て
い
た
。
そ
れ
は
直
接
的
に
は
、

剣
道
に
仕
事
の
息
抜
き
を
求
め
て
い
た

の
で
あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
そ
れ
が
精
神

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
た
せ
、
仕
事
と
剣
道
に

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
思
考
を
も
た
ら
す
も
の
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
剣
業
㆒
如
と
は
、
仕

事
と
剣
道
を
別
々
の
も
の
と
は
考
え

ず
、
遂
行
の
過
程
で
お
互
い
が
ラ
セ
ン
状

に
作
用
し
、
双
方
の
質
を
高
め
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。

　
私
は
電
力
設
備
建
設
過
程
で
、
幾
多

の
厳
し
い
局
面
に
直
面
し
た
が
、
剣
業
㆒

如
で
学
ん
だ
集
中
力
で
平
静
さ
を
保
つ
こ

と
が
で
き
、
難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
剣
業
㆒
如
を
人
生
訓
と
す
る
由
縁
で

あ
る
。

目 

次

武
道
功
労
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受
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動

連
合
地
区
剣
道
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通
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か
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の
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報
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杖
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通
信

第
二
十
七
回
九
州
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子

剣
道
愛
好
会
錬
成
大
会

幼
少
年
指
導

ア
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ケ
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果

医
科
学
安
全
委
員
会
だ
よ
り

昇
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・
昇
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／
編
集
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記

　
　

一二三六十十
一

十
一

十
三

十
四

十
五

十
七

　

脈
　
　
動

令
和
六
年
度
に
む
け
て

公
益
社
団
法
人

　福
岡
県
剣
道
連
盟

専
務
理
事

　
　嶌
末

　秀
一

武
道
功
労
賞
受
賞

脈
動

　
令
和
五
年
度
を
振
り
返
る
と
五
月
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
感
染
症
予
防

法
の
二
類
か
ら
五
類
に
移
行
し
、
制
約

が
解
除
さ
れ
予
防
に
注
意
を
払
い
な
が

ら
も
通
常
を
取
り
戻
し
、
計
画
通
り

に
事
業
を
実
施
で
き
ま
し
た
。
来
年
度

も
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く

計
画
通
り
に
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
令
和
六
年
度
の
重
点
項
目
を
各

専
門
委
員
会
委
員
長
、
諮
問
機
関
で

あ
る
医
科
学
委
員
会
の
意
見
に
よ
り
次

の
よ
う
に
掲
げ
ま
し
た
。

・
将
来
の
安
定
的
な
財
政
基
盤
確
立

　に
向
け
た
収
支
構
造
の
最
適
化

・
公
益
目
的
事
業
等
の
事
業
運
営
の

　
適
正
か
つ
効
率
的
な
運
用

・
倫
理
規
定
の
遵
守
な
ら
び
に
安
全   

　な
事
業
運
営

・
生
涯
剣
道
を
目
指
す
た
め
の
医
学

　
的
知
識
・
技
術
の
提
供

・
大
会
、
審
査
会
、
稽
古
会
を
安
全

　に
行
う
た
め
の
援
助

・
感
染
症
の
流
行
状
況
に
応
じ
た
　

　
対
処
方
法
の
検
討

・
各
種
大
会
、
講
習
会
、
研
修
会    

　
等
に
参
加
す
る
会
員
への
快
適
な

　
環
境
づ
く
り

・
感
染
症
予
防
を
ふ
ま
え
た
適
切     

　
な
事
業
運
営
の
策
定

・
剣
道
の
正
し
い
継
承
と
普
及
発
展

　の
た
め
、
講
習
会
内
容
の
充
実

・
試
合
審
判
法
の
徹
底
と
審
判
員
　

　の
技
術
向
上

・
女
子
講
習
会
の
充
実
と
女
性
講
師

　の
登
用

・「
小
・
中
・
高
㆒
貫
指
導
剣
道
強

　
化
合
宿
」の
継
続
と
充
実

・
少
年
剣
道
指
導
者
に
対
し
暴
力
禁

　
止
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
意
識
の

　
徹
底

・
少
年
剣
道
指
導
者
層
、
学
校
指
導

　
者
と
の
連
携
を
図
り
、
部
活
動
改

　
革
と
剣
道
人
口
減
少
への
対
応

・
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
都
道
府
県

　
対
抗
剣
道
大
会
で
ベ
ス
ト
四
以
上

　
を
達
成
で
き
る
強
化
訓
練
の
実
施

・
少
年
か
ら
中
高
年
齢
層
選
手
ま
で

　の
継
続
的
強
化

・
会
員
か
ら
の
情
報
収
集
方
法
の
検
討

・
剣
脈
内
容
の
充
実

・
少
年
剣
道
会
員
、
部
員
が
増
加
し

　
た
道
場
や
学
校
等
の
情
報
発
信

上
が
り
な
ど
で
支
出
が
増
加
す
る
こ
と

は
分
か
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
収
入
を

増
や
す
こ
と
は
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と

で
す
。
会
費
に
つ
い
て
会
員
資
格
に
つ
い

て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
今
年
度
に
な
り
、
初
め
て
四
つ
の

企
業
に
賛
助
会
員
と
な
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
賛
助
会
員
の
呼
び
か
け
な
ど

も
必
要
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
も
残
念
な
が
ら
講
習

会
、
地
域
連
絡
員
会
議
等
で
体
罰
、

暴
力
の
禁
止
、
暴
言
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
行
為
の
撲
滅
等
を
お
願
い
し
て
き
ま

し
た
が
、
未
に
指
導
者
に
よ
る
暴
言
な

ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
の
通
報
が
多
く

あ
り
浸
透
し
き
れ
て
な
い
感
が
あ
り
ま

す
。
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
、
剣
道
人
口
の
減
少
に
も
関
わ
って
き

ま
す
。
指
導
者
全
員
に
徹
底
で
き
る
よ

う
各
地
域
剣
道
連
盟
で
の
研
修
会
等
を

実
施
し
て
根
絶
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
令
和
六
年
度
も
課
題
が
多
く
あ
り
、

単
年
度
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
で
も
課
題

解
決
に
向
か
って
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
以
上
で
す
が
、
令
和
六
年
度
も
重
点

項
目
に
つ
い
て
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
財
政
に
関
し
て
事

業
内
容
を
見
直
し
、
無
駄
を
な
く
し
経

費
の
削
減
に
努
め
る
こ
と
は
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
す
で
に
郵

便
料
金
の
値
上
げ
や
令
和
七
年
度
に
は

新
武
道
館
への
移
転
に
伴
う
賃
料
の
値

❶ 

財
政
基
盤
の
確
立
と
適
正
な

　

 

事
業
運
営

❷ 

健
康
・
安
全
対
策
の
実
施

❸ 

大
会
、
講
習
会
、
研
修
会
等
の

　

 

適
切
な
事
業
運
営

❹ 

指
導
者
層
の
拡
大
と

　

 

指
導
内
容
の
充
実

❺ 

少
年
剣
道
の
育
成

❻ 

全
国
ト
ッ
プ
を
目
指
す

　

 

「
チ
ー
ム
福
岡
」つ
く
り

❼ 

広
報
活
動
の
推
進



　
剣
窓(

令
和
六
年
㆒
月
号)

に
、
全
日

本
剣
道
連
盟
網
代
忠
宏
会
長
は
新
年
の

ご
挨
拶
の
中
で
、「
剣
道
の
未
来
への
継
承

の
た
め
に
は
、
少
年
少
女
へ
の
剣
道
普
及

が
大
き
な
課
題
」と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
剣
道
に
携
わ
る

多
く
の
皆
様
が
全
国
で
少
年
少
女
の
勧
誘

活
動
・
指
導
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
推

察
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
収
束
に
向
か
う
中
、
子
ど
も
た
ち

の
試
合
・
錬
成
会
等
が
活
発
に
再
開
さ
れ

て
い
る
状
況
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
少
子
化
の
中
で
は
、
さ
ら

に
、
他
の
競
技
に
勝
る
、
秀
で
た
点
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
、
子
ど
も
た
ち
、
ご
父
兄
に

理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。

　
㆒
方
で
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
高
齢
者
稽

古
会
・
な
で
し
こ
剣
道
大
会
等
が
開
催
さ

れ
、
昇
段
審
査
で
は
高
齢
者
・
女
性
剣

士
の
合
格
者
増
と
、
剣
道
を
指
導
で
き
る

先
生
方
の
増
加
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
剣
道

の
普
及
発
展
の
為
に
は
、
剣
道
に
携
わ
る

全
て
の
人
間
が
、生
涯
剣
道
を
通
し
て
、

剣脈 27号 -4

連合地区剣道連盟通信

剣脈 27号 -3

連合地区剣道連盟通信

　
こ
の
度
、
令
和
六
年
四
月
㆒
日
付
け
で

宗
像
剣
道
連
盟
の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た

木
藤
裕
司
で
ご
ざ
い
ま
す
。
宗
像
剣
道
連

盟
は
昭
和
二
十
八
年
に
発
足
し
、
昨
年
創

立
七
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
諸
先
輩
先
生
方
々

の
ご
尽
力
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
宗
像
地
区(

宗
像
市
・
福
津
市)

の
少

年
剣
道
は
、
主
と
し
て
小
学
生
は
宗
像
剣

道
連
盟(

以
下
、「
剣
道
連
盟
」)

に
所
属

す
る
小
学
校
区
単
位
の
少
年
剣
道
教

室
、
中
学
生
は
中
体
連
に
所
属
す
る
各

中
学
校
の
剣
道
部
に
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
数
は
令
和
五
年
度
宗
像
剣
道
選

手
権
大
会
出
場
者
数【
資
料
①
】で
み
る

と
二
百
七
人
で
、
全
盛
期
の
昭
和
六
十
二

年
度
の
同
大
会
の
七
百
十
六
人
か
ら
激
減

し
て
い
ま
す
。
こ
の
十
年
間
で
は
、
新
型

連
合
地
区
剣
道
連
盟
通
信

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
約
三
十
％

も
減
少
し
、
教
室
も
十
教
室
か
ら
八
教

室
に
減
少
し
て
い
ま
す
。㆒
方
、
児
童
生

徒
数
は
宗
像
市
の
場
合
は一〇
六
％
と
増

加
し
て
お
り
、
剣
道
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
に

走
る
子
供
や
運
動
を
好
ま
な
い
子
供
の
増

加
に
よ
り
剣
道
離
れ
が
進
み
、
児
童
数
が

減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

連
合
地
区
剣
道
連
盟
通
信

◆ 

福
岡
連
合
地
区 

宗
像
剣
道
連
盟

宗像剣道連盟
会長
木藤　裕司

宗
像
地
区
に
お
け
る

少
年
剣
道
の
現
状
と
課
題

◆ 

北
九
州
連
合
地
区 

小
倉
剣
道
連
盟

剣
道
の
普
及
発
展 教士 八段

山田　雅士

連
合
地
区

剣
道
連
盟
通
信

　
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
体
育
館
使
用

料(

照
明
代)

の
支
払
い
に
苦
慮
し
て
い
る

教
室
が
多
く
、
さ
ら
に
市
立
学
校
体
育
館

に
エ
ア
コ
ン
が
配
備
さ
れ
る
計
画
も
あ

り
、さ
ら
な
る
負
担
増
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

児
童
数
の
減
少
、
運
営
費
の
負
担
増
は
喫

緊
の
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
が
進
め
る
中
学
校
の
部
活
動

改
革
に
よ
り
、
部
活
動
の
段
階
的
な
地

域
移
行
が
令
和
五
年
九
月
か
ら
始
ま

り
、
令
和
八
年
度
か
ら
は
す
べ
て
の
土
日

の
中
学
校
部
活
動
が
学
校
活
動
か
ら
切
り

離
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
単
に
休
日
の
練
習

が
部
活
動
と
し
て
出
来
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
土
日
開
催
の
剣
道
連
盟
主
催
の
大

会
に
も
部
活
動
と
し
て
は
出
場
で
き
ず
、

剣
道
連
盟
の
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
た
め
、
早
急
な
対
策
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
も
う
㆒
つ
課
題
は
、
剣
道
連
盟
会
員
の

年
齢
構
成【
資
料
②
】を
見
る
と
六
十
代

か
ら
八
十
代
が
四
十
五
％
を
占
め
、
指
導

者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
と
と
も
に
憂
慮
す
べ
き
点
は
二
十

代
、
三
十
代
の
会
員
が
少
な
い
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
剣
道
教
室
、
中
学
校
で
剣
道

を
始
め
た
子
ど
も
た
ち
が
小
学
校
ま
で
、

中
学
校
ま
で
と
や
め
て
い
く
傾
向
に
あ

り
、
生
涯
を
通
し
て
の
剣
道
と
な
っ
て
い

な
い
こ
と
は
誠
に
残
念
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
先
人
が

築
か
れ
た
宗
像
の
剣
道
を
次
世
代
に
繋
ぐ

た
め
、
現
在
今
後
の
あ
り
方
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
将
来
に
わ
た
り
宗
像
の
子
ど
も
た
ち
が

剣
道
を
で
き
る
機
会
を
確
保
し
、
剣
道

を
通
じ
た
地
域
の
人
材
づ
く
り
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
剣
道
を
愛
好
す
る
人
が
、
初
心
者

か
ら
有
段
者
ま
で
参
加
で
き
る
生
涯
剣
道

で
あ
り
た
い
と
願
って
お
り
ま
す
。

���

出
場
者
数

教
室
数

資料① 宗像剣道選手権大会出場者数（小中学生）と教室数の推移

人
間
形
成
を
行
い
、
魅
力
あ
る
人
間
に

な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
昇
段
審

査
・
試
合
・
交
剣
知
愛
を
目
標
に
稽
古

に
取
り
組
む
こ
と
、
さ
ら
に
、
昇
段
審
査

だ
け
で
な
く
、
称
号
認
定(

教
士
・
錬
士)

も
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
剣
道
人
と
し

て
、
審
判
法
・
指
導
法
・
社
会
的
識
見

を
備
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う

な
指
導
者
層
が
増
加
す
れ
ば
、
必
ず
、

日
本
古
来
の
伝
統
文
化
で
あ
る
剣
道
の
正

し
い
継
承
と
普
及
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
福
岡
県
剣
道
連
盟
に
お
い
て
は
、
育
成

強
化
シ
ス
テ
ム
少
年
指
導
者
層
と
の
連
携

の
強
化
と
そ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
指
導
者
層
拡
大
と
指
導
内

容
の
充
実
を
果
た
す
た
め
に
、
各
種
講
習

会(

伝
達
・
称
号
認
定
・
剣
道
指
導
法
・

八
段
受
審
者
・
女
子
剣
道
・
剣
道
授
業

協
力
者
養
成
・
審
査
員
候
補
者)

が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
の
世
代
が
学
ん

だ
稽
古
方
法
・
指
導
方
法
は
、
現
状
で

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
点
も
あ
り
ま
す
。

全
て
の
競
技
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
理
解
し
、
実
行
す
る
こ
と
も
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
指
導
に
携
わ
る

者
も
こ
れ
ら
の
こ
と
を
学
び
、
工
夫
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
小
倉
剣
道
連
盟
は
、
こ
れ
か
ら
も
、

剣
道
の
普
及
発
展
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　
現
在
、
久
留
米
市
剣
道
連
盟（
以
後
、

久
剣
連
）は
、
正
会
員
総
勢 

約
二
百
二
十

名
が
所
属
し
て
お
り
、
週
四
回（
月
・
木
・

金
・
日
）の
稽
古
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

月
・
木
・
金
曜
は
十
九
時
か
ら
、
日
曜
は

十
八
時
半
か
ら
、
久
留
米
ア
リ
ー
ナ
板
張

り
道
場
で
稽
古
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
木

曜
は
稽
古
後
、「
日
本
剣
道
形
」の
稽
古

（
自
由
参
加
）、
日
曜
は
㆒
般
の
稽
古
前
に

約
㆒
時
間「
少
年
剣
道
教
室
」（
小
・
中
学

生
を
対
象
と
し
た
）を
実
施
し
、
毎
月
第

四
木
曜
は「
筑
後
連
合
支
部
」も
加
わ

り
、
合
同
稽
古
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
令
和
二
年
よ
り
久
剣
連
の

会
長
に
拝
命
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
こ
こ
数

年
、
各
種
大
会
や
講
習
会
な
ど
中
止
に

せ
ざ
る
を
得
ず
、
何
も
で
き
な
い
状
況
が

続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
か
ら
コ
ロ

ナ
が
五
類
へ
の
移
行
に
伴
い
、
事
業
計
画

も
ほ
と
ん
ど
実
施
で
き
る
状
況
と
な
っ
て

喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆ 

筑
後
連
合
地
区 

久
留
米
市
剣
道
連
盟

久
留
米
市
剣
道
連
盟
の

活
動
状
況

久留米市剣道連盟
会長
岩熊　昌毅

　
久
剣
連
で
は
、
数
多
く
の
事
業
を
展
開

し
て
お
り
、
小
・
中
・
高
校
生
大
会
を
は

じ
め
、㆒
般
の
部
の
大
会
な
ど
幅
広
い
大

会
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
毎
年

「
剣
道
講
習
会
」を
実
施
し
、
会
員
の
資

質
向
上
・
指
導
力
向
上
を
図
って
お
り
、

暑
中
・
寒
中
稽
古
も
行
な
って
お
り
ま
す
。

　
課
題
と
し
て
は
、
同
じ
よ
う
な
大
会
内

容
が
多
く
、
も
っ
と
底
辺
拡
大
が
で
き
る

よ
う
な
大
会
内
容
へ
の
変
更（
例
え
ば
、

個
人
戦
を
無
・
級
・
段
別
に
実
施
す
る
等
）

な
ど
、
今
後
は
地
域
の
資
質
・
競
技
力
の

向
上
を
図
り
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
久
剣
連
も
あ
と
四
年
で
創
設
七
十
五
周

年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
実
施
し

て
い
る「
筑
後
地
区
親
善
剣
道
大
会
」を
よ

り
多
く
の
参
加（
九
州
・
山
口
等
）を
得

て
、㆒
大
イ
ベン
ト
を
開
催
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
と
、
久
剣
連
も
他
地

区
同
様
、
少
子
化
や
他
の
競
技
団
体
に

子
ど
も
達
が
流
れ
て
お
り
、
剣
道
人
口
も

減
少
傾
向
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
な
の
で
、

一
、
久
留
米
市
剣
道
連
盟
の

　
　活
動
と
課
題

二
、
こ
れ
か
ら
の
久
留
米
市

　
　剣
道
連
盟
の
展
開

資料② 宗像剣道連盟会員の年齢構成（令和５年）

80代 2%

70代
14%

60代
29%

50代
21%

40代
20%

30代
9%

20代
5%

60~80代が
45%を占める



　
剣
窓(

令
和
六
年
㆒
月
号)
に
、
全
日

本
剣
道
連
盟
網
代
忠
宏
会
長
は
新
年
の

ご
挨
拶
の
中
で
、「
剣
道
の
未
来
への
継
承

の
た
め
に
は
、
少
年
少
女
へ
の
剣
道
普
及

が
大
き
な
課
題
」と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
剣
道
に
携
わ
る

多
く
の
皆
様
が
全
国
で
少
年
少
女
の
勧
誘

活
動
・
指
導
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
推

察
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
収
束
に
向
か
う
中
、
子
ど
も
た
ち

の
試
合
・
錬
成
会
等
が
活
発
に
再
開
さ
れ

て
い
る
状
況
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
少
子
化
の
中
で
は
、
さ
ら

に
、
他
の
競
技
に
勝
る
、
秀
で
た
点
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
、
子
ど
も
た
ち
、
ご
父
兄
に

理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。

　
㆒
方
で
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
高
齢
者
稽

古
会
・
な
で
し
こ
剣
道
大
会
等
が
開
催
さ

れ
、
昇
段
審
査
で
は
高
齢
者
・
女
性
剣

士
の
合
格
者
増
と
、
剣
道
を
指
導
で
き
る

先
生
方
の
増
加
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
剣
道

の
普
及
発
展
の
為
に
は
、
剣
道
に
携
わ
る

全
て
の
人
間
が
、生
涯
剣
道
を
通
し
て
、

剣脈 27号 -4

連合地区剣道連盟通信

剣脈 27号 -3

連合地区剣道連盟通信

　
こ
の
度
、
令
和
六
年
四
月
㆒
日
付
け
で

宗
像
剣
道
連
盟
の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た

木
藤
裕
司
で
ご
ざ
い
ま
す
。
宗
像
剣
道
連

盟
は
昭
和
二
十
八
年
に
発
足
し
、
昨
年
創

立
七
十
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
諸
先
輩
先
生
方
々

の
ご
尽
力
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
宗
像
地
区(

宗
像
市
・
福
津
市)

の
少

年
剣
道
は
、
主
と
し
て
小
学
生
は
宗
像
剣

道
連
盟(

以
下
、「
剣
道
連
盟
」)

に
所
属

す
る
小
学
校
区
単
位
の
少
年
剣
道
教

室
、
中
学
生
は
中
体
連
に
所
属
す
る
各

中
学
校
の
剣
道
部
に
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
数
は
令
和
五
年
度
宗
像
剣
道
選

手
権
大
会
出
場
者
数【
資
料
①
】で
み
る

と
二
百
七
人
で
、
全
盛
期
の
昭
和
六
十
二

年
度
の
同
大
会
の
七
百
十
六
人
か
ら
激
減

し
て
い
ま
す
。
こ
の
十
年
間
で
は
、
新
型

連
合
地
区
剣
道
連
盟
通
信

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
約
三
十
％

も
減
少
し
、
教
室
も
十
教
室
か
ら
八
教

室
に
減
少
し
て
い
ま
す
。㆒
方
、
児
童
生

徒
数
は
宗
像
市
の
場
合
は一〇
六
％
と
増

加
し
て
お
り
、
剣
道
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
に

走
る
子
供
や
運
動
を
好
ま
な
い
子
供
の
増

加
に
よ
り
剣
道
離
れ
が
進
み
、
児
童
数
が

減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

連
合
地
区
剣
道
連
盟
通
信

◆ 

福
岡
連
合
地
区 

宗
像
剣
道
連
盟

宗像剣道連盟
会長
木藤　裕司

宗
像
地
区
に
お
け
る

少
年
剣
道
の
現
状
と
課
題

◆ 

北
九
州
連
合
地
区 

小
倉
剣
道
連
盟

剣
道
の
普
及
発
展 教士 八段

山田　雅士

連
合
地
区

剣
道
連
盟
通
信

　
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
体
育
館
使
用

料(

照
明
代)

の
支
払
い
に
苦
慮
し
て
い
る

教
室
が
多
く
、
さ
ら
に
市
立
学
校
体
育
館

に
エ
ア
コ
ン
が
配
備
さ
れ
る
計
画
も
あ

り
、さ
ら
な
る
負
担
増
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

児
童
数
の
減
少
、
運
営
費
の
負
担
増
は
喫

緊
の
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
が
進
め
る
中
学
校
の
部
活
動

改
革
に
よ
り
、
部
活
動
の
段
階
的
な
地

域
移
行
が
令
和
五
年
九
月
か
ら
始
ま

り
、
令
和
八
年
度
か
ら
は
す
べ
て
の
土
日

の
中
学
校
部
活
動
が
学
校
活
動
か
ら
切
り

離
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
単
に
休
日
の
練
習

が
部
活
動
と
し
て
出
来
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
土
日
開
催
の
剣
道
連
盟
主
催
の
大

会
に
も
部
活
動
と
し
て
は
出
場
で
き
ず
、

剣
道
連
盟
の
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
た
め
、
早
急
な
対
策
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
も
う
㆒
つ
課
題
は
、
剣
道
連
盟
会
員
の

年
齢
構
成【
資
料
②
】を
見
る
と
六
十
代

か
ら
八
十
代
が
四
十
五
％
を
占
め
、
指
導

者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
と
と
も
に
憂
慮
す
べ
き
点
は
二
十

代
、
三
十
代
の
会
員
が
少
な
い
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
剣
道
教
室
、
中
学
校
で
剣
道

を
始
め
た
子
ど
も
た
ち
が
小
学
校
ま
で
、

中
学
校
ま
で
と
や
め
て
い
く
傾
向
に
あ

り
、
生
涯
を
通
し
て
の
剣
道
と
な
っ
て
い

な
い
こ
と
は
誠
に
残
念
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
先
人
が

築
か
れ
た
宗
像
の
剣
道
を
次
世
代
に
繋
ぐ

た
め
、
現
在
今
後
の
あ
り
方
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
将
来
に
わ
た
り
宗
像
の
子
ど
も
た
ち
が

剣
道
を
で
き
る
機
会
を
確
保
し
、
剣
道

を
通
じ
た
地
域
の
人
材
づ
く
り
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
剣
道
を
愛
好
す
る
人
が
、
初
心
者

か
ら
有
段
者
ま
で
参
加
で
き
る
生
涯
剣
道

で
あ
り
た
い
と
願
って
お
り
ま
す
。

���

出
場
者
数

教
室
数

資料① 宗像剣道選手権大会出場者数（小中学生）と教室数の推移

人
間
形
成
を
行
い
、
魅
力
あ
る
人
間
に

な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
昇
段
審

査
・
試
合
・
交
剣
知
愛
を
目
標
に
稽
古

に
取
り
組
む
こ
と
、
さ
ら
に
、
昇
段
審
査

だ
け
で
な
く
、
称
号
認
定(

教
士
・
錬
士)

も
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
剣
道
人
と
し

て
、
審
判
法
・
指
導
法
・
社
会
的
識
見

を
備
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う

な
指
導
者
層
が
増
加
す
れ
ば
、
必
ず
、

日
本
古
来
の
伝
統
文
化
で
あ
る
剣
道
の
正

し
い
継
承
と
普
及
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
福
岡
県
剣
道
連
盟
に
お
い
て
は
、
育
成

強
化
シ
ス
テ
ム
少
年
指
導
者
層
と
の
連
携

の
強
化
と
そ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
指
導
者
層
拡
大
と
指
導
内

容
の
充
実
を
果
た
す
た
め
に
、
各
種
講
習

会(

伝
達
・
称
号
認
定
・
剣
道
指
導
法
・

八
段
受
審
者
・
女
子
剣
道
・
剣
道
授
業

協
力
者
養
成
・
審
査
員
候
補
者)

が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
の
世
代
が
学
ん

だ
稽
古
方
法
・
指
導
方
法
は
、
現
状
で

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
点
も
あ
り
ま
す
。

全
て
の
競
技
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
理
解
し
、
実
行
す
る
こ
と
も
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
指
導
に
携
わ
る

者
も
こ
れ
ら
の
こ
と
を
学
び
、
工
夫
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
小
倉
剣
道
連
盟
は
、
こ
れ
か
ら
も
、

剣
道
の
普
及
発
展
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　
現
在
、
久
留
米
市
剣
道
連
盟（
以
後
、

久
剣
連
）は
、
正
会
員
総
勢 

約
二
百
二
十

名
が
所
属
し
て
お
り
、
週
四
回（
月
・
木
・

金
・
日
）の
稽
古
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

月
・
木
・
金
曜
は
十
九
時
か
ら
、
日
曜
は

十
八
時
半
か
ら
、
久
留
米
ア
リ
ー
ナ
板
張

り
道
場
で
稽
古
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
木

曜
は
稽
古
後
、「
日
本
剣
道
形
」の
稽
古

（
自
由
参
加
）、
日
曜
は
㆒
般
の
稽
古
前
に

約
㆒
時
間「
少
年
剣
道
教
室
」（
小
・
中
学

生
を
対
象
と
し
た
）を
実
施
し
、
毎
月
第

四
木
曜
は「
筑
後
連
合
支
部
」も
加
わ

り
、
合
同
稽
古
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
令
和
二
年
よ
り
久
剣
連
の

会
長
に
拝
命
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
こ
こ
数

年
、
各
種
大
会
や
講
習
会
な
ど
中
止
に

せ
ざ
る
を
得
ず
、
何
も
で
き
な
い
状
況
が

続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
か
ら
コ
ロ

ナ
が
五
類
へ
の
移
行
に
伴
い
、
事
業
計
画

も
ほ
と
ん
ど
実
施
で
き
る
状
況
と
な
っ
て

喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆ 

筑
後
連
合
地
区 

久
留
米
市
剣
道
連
盟

久
留
米
市
剣
道
連
盟
の

活
動
状
況

久留米市剣道連盟
会長
岩熊　昌毅

　
久
剣
連
で
は
、
数
多
く
の
事
業
を
展
開

し
て
お
り
、
小
・
中
・
高
校
生
大
会
を
は

じ
め
、㆒
般
の
部
の
大
会
な
ど
幅
広
い
大

会
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
毎
年

「
剣
道
講
習
会
」を
実
施
し
、
会
員
の
資

質
向
上
・
指
導
力
向
上
を
図
って
お
り
、

暑
中
・
寒
中
稽
古
も
行
な
って
お
り
ま
す
。

　
課
題
と
し
て
は
、
同
じ
よ
う
な
大
会
内

容
が
多
く
、
も
っ
と
底
辺
拡
大
が
で
き
る

よ
う
な
大
会
内
容
へ
の
変
更（
例
え
ば
、

個
人
戦
を
無
・
級
・
段
別
に
実
施
す
る
等
）

な
ど
、
今
後
は
地
域
の
資
質
・
競
技
力
の

向
上
を
図
り
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
久
剣
連
も
あ
と
四
年
で
創
設
七
十
五
周

年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
実
施
し

て
い
る「
筑
後
地
区
親
善
剣
道
大
会
」を
よ

り
多
く
の
参
加（
九
州
・
山
口
等
）を
得

て
、㆒
大
イ
ベン
ト
を
開
催
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
と
、
久
剣
連
も
他
地

区
同
様
、
少
子
化
や
他
の
競
技
団
体
に

子
ど
も
達
が
流
れ
て
お
り
、
剣
道
人
口
も

減
少
傾
向
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
な
の
で
、

一
、
久
留
米
市
剣
道
連
盟
の

　
　活
動
と
課
題

二
、
こ
れ
か
ら
の
久
留
米
市

　
　剣
道
連
盟
の
展
開

資料② 宗像剣道連盟会員の年齢構成（令和５年）

80代 2%

70代
14%

60代
29%

50代
21%

40代
20%

30代
9%

20代
5%

60~80代が
45%を占める
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剣脈 27号 -5

連合地区剣道連盟通信

　
中
学
㆒
・
二
年
生
に
よ
る
福
岡
県
中
学

校
新
人
剣
道
大
会
は
、
県
内
六
地
区
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
男
女
各
二
十
四
校
に

よ
っ
て
、
十
二
月
九
日
に
福
岡
市
民
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
五
月
に
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が「
五
類
感
染
症
」に
移
行
さ
れ
た
と
は

い
え
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
と
す
る

感
染
症
の
感
染
予
防
に
は
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
の
な
か
で
の
新
チ
ー
ム
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
日
の々
活
動
で
は
様
々
な
制
限

も
あ
り
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
し
っ
か

り
と
稽
古
を
積
み
、
各
地
区
予
選
を
勝

ち
あ
が
り
、
県
新
人
大
会
へ
と
駒
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は「
逆
境
に
は
負
け
な
い
。」

「
逆
境
の
中
で
も
頑
張
り
ぬ
く
。」と
い
う

強
い
思
い
や
、
大
会
に
参
加
で
き
る
こ
と

への「
感
謝
」の
気
持
ち
を
胸
に
抱
き
な
が

女子団体戦
準優勝　私立飯塚日新館中学校

男子団体戦
優　勝　福岡市立玄洋中学校

男子団体戦
準優勝　福岡市立三宅中学校

男子団体戦
第三位　福岡市立香椎第一中学校

男子団体戦
第三位　筑紫野市立筑紫野中学校

福
岡
市
立
玄
洋
中
学
校

福
岡
市
立
三
宅
中
学
校

福
岡
市
立
香
椎
第
一
中
学
校

筑
紫
野
市
立
筑
紫
野
中
学
校

優

　勝:

準
優
勝:

第
三
位:

◇
男
子
団
体
の
部
◇

う
き
は
市
立
浮
羽
中
学
校

私
立
飯
塚
日
新
館
中
学
校

古
賀
市
立
古
賀
中
学
校

飯
塚
市
立
飯
塚
第
一
中
学
校

優

　勝:

準
優
勝:

第
三
位:

◇
女
子
団
体
の
部
◇

女子団体戦
優　勝　うきは市立浮羽中学校

大
会
結
果

福岡県中学校体育連盟

剣道専門部長
大森　靖雄

令
和
五
年
度
第
四
十
一
回

福
岡
県
中
学
校
新
人
剣
道
大
会

を
終
え
て

各
域
か
ら
の
ご
報
告

会
員
拡
大
と
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
が

興
味
・
関
心
を
持
つ
よ
う
な
事
業
を
展

開
で
き
た
ら
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
幼
少
年
か
ら
高

齢
者
の
方
々
ま
で
、
伝
統
文
化
の
継
承
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら「
楽
し
く
剣
道
が
で

き
る
環
境
」に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
久
留
米
ア
リ
ー
ナ
板
張
り
道
場

と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
よ
り
多

く
の
方
々
が
気
楽
に
集
ま
り
、
稽
古
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
今
後
も
剣

道
の
普
及
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
令
和
五
年
十
月
二
十
九
日
の
素
晴
ら

し
い
秋
晴
れ
の
中
、
四
月
に
新
装
な
っ
た

飯
塚
市
総
合
体
育
館
に
県
内
か
ら
二
百

三
十
名
の
高
齢
剣
士
が
集
合
。
山
近
、

西
田
教
士
七
段
に
よ
る
日
本
剣
道
形
演

武
か
ら
始
ま
り
団
体
戦
、
四
つ
の
年
齢

◆ 

筑
豊
連
合
地
区 

直
鞍
剣
道
連
盟

第
二
十
三
回

ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
剣
道
交
流

大
会
を
観
戦
し
て

大会副委員長

佐伯　勝行

区
分
に
よ
り
個
人
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

剣
道
形
は
少
し
力
み
が
あ
り
ま
し
た
が

県
大
会
に
相
応
し
い
演
武
で
し
た
。

　
団
体
戦
は
宗
像
が
昨
年
ア
キ
レ
ス
腱

断
絶
を
し
た
藤
谷
選
手
、
上
段
田
尻
選

手
が
活
躍
し
早
良
Ｂ
を
下
し
優
勝
し
全

国
大
会
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
個
人
四
部
門
は
六
十
か
ら
六
十
四
歳

は
警
察
Ｏ
Ｂ
の
出
雲
選
手
が
ス
ピ
ー
ド
あ

ふ
れ
る
好
試
合
を
連
発
し
優
勝
。
六
十

五
か
ら
七
十
歳
の
部
は
粕
屋
の
佐
藤
選

手
が
落
ち
着
い
た
試
合
振
り
で
田
川
の
中

山
選
手
を
得
意
の
面
を
決
め
優
勝
。
残

念
だ
っ
た
の
は
準
決
勝
で
中
山
選
手
に

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
負
け
た
遠
賀
中
間
の
坂
尾

選
手
と
佐
藤
選
手
の
試
合
が
実
現
し
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
七
十
一
歳
か
ら
七
十

九
歳
の
部
は
筑
豊
の
会
長
川
村
選
手（
七

十
三
歳
）が
筑
紫
の
三
春
選
手（
七
十
四

歳
）を
思
い
切
り
の
よ
い
技
で
下
し
優
勝
。

　
八
十
歳
の
部
は
十
三
名
の
エ
ン
ト
リ
ー

で
八
幡
の
上
田
選
手
が
久
留
米
の
元
高

校
教
師
の
岡
選
手
を
独
特
の
間
を
外
す

技
で
下
し
優
勝
し
た
。

　
観
戦
時
、
専
務
理
事
と
も
話
し
ま
し

た
が
七
十
歳
以
上
の
選
手
の
皆
さ
ん
は

独
特
の
間
合
い
と
間
を
持
っ
て
お
ら
れ
難

し
い
稽
古
を
さ
れ
る
先
生
方
が
多
い
と
感

心
し
ま
し
た
。
稽
古
を
お
願
い
し
て
も

㆒
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
様
に
六
十
歳
か
ら
八
十
歳
代
の
高

齢
剣
士
の
活
躍
が
益
々
盛
ん
に
な
る
こ
と

は
県
剣
道
連
盟
と
し
て
も
大
き
な
プ
ラ

ス
に
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
只
個

人
戦
の
開
始
が
十
五
時
を
過
ぎ
閉
会
式

が
終
了
し
た
の
が
十
七
時
を
過
ぎ
て
い
ま

し
た
、
少
な
く
と
も
十
四
時
迄
に
は
個

人
戦
に
入
る
よ
う
運
営
を
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
と
、
勝
負
の
決
し
な
い
場
合
ジ
ャ

ン
ケ
ン
で
決
め
て
い
ま
す
が
判
定
を
導
入

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
更
に
レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
来
年
か
ら
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
大

会
を
祈
念
致
し
ま
す
。

ら
、
思
い
切
り
の
い
い
技
を
出
し
合
い
、

気
魄
あ
ふ
れ
る
試
合
を
展
開
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
上
位
校
は
二
月
に
熊
本
県
で
行
わ
れ
る

白
龍
旗
大
会
、
三
月
に
佐
賀
県
で
行
わ
れ

る
神
崎
市
長
旗
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

各
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
体
連
の
先

生
方
な
ら
び
に
関
係
各
位
の
熱
意
と
絶
大

な
る
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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中
学
㆒
・
二
年
生
に
よ
る
福
岡
県
中
学

校
新
人
剣
道
大
会
は
、
県
内
六
地
区
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
男
女
各
二
十
四
校
に

よ
っ
て
、
十
二
月
九
日
に
福
岡
市
民
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
五
月
に
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が「
五
類
感
染
症
」に
移
行
さ
れ
た
と
は

い
え
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
と
す
る

感
染
症
の
感
染
予
防
に
は
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
の
な
か
で
の
新
チ
ー
ム
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
日
の々
活
動
で
は
様
々
な
制
限

も
あ
り
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
し
っ
か

り
と
稽
古
を
積
み
、
各
地
区
予
選
を
勝

ち
あ
が
り
、
県
新
人
大
会
へ
と
駒
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は「
逆
境
に
は
負
け
な
い
。」

「
逆
境
の
中
で
も
頑
張
り
ぬ
く
。」と
い
う

強
い
思
い
や
、
大
会
に
参
加
で
き
る
こ
と

への「
感
謝
」の
気
持
ち
を
胸
に
抱
き
な
が

女子団体戦
準優勝　私立飯塚日新館中学校

男子団体戦
優　勝　福岡市立玄洋中学校

男子団体戦
準優勝　福岡市立三宅中学校

男子団体戦
第三位　福岡市立香椎第一中学校

男子団体戦
第三位　筑紫野市立筑紫野中学校

福
岡
市
立
玄
洋
中
学
校

福
岡
市
立
三
宅
中
学
校

福
岡
市
立
香
椎
第
一
中
学
校

筑
紫
野
市
立
筑
紫
野
中
学
校

優

　勝:

準
優
勝:

第
三
位:

◇
男
子
団
体
の
部
◇

う
き
は
市
立
浮
羽
中
学
校

私
立
飯
塚
日
新
館
中
学
校

古
賀
市
立
古
賀
中
学
校

飯
塚
市
立
飯
塚
第
一
中
学
校

優

　勝:

準
優
勝:

第
三
位:

◇
女
子
団
体
の
部
◇

女子団体戦
優　勝　うきは市立浮羽中学校

大
会
結
果

福岡県中学校体育連盟

剣道専門部長
大森　靖雄

令
和
五
年
度
第
四
十
一
回

福
岡
県
中
学
校
新
人
剣
道
大
会

を
終
え
て

各
域
か
ら
の
ご
報
告

会
員
拡
大
と
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
が

興
味
・
関
心
を
持
つ
よ
う
な
事
業
を
展

開
で
き
た
ら
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
幼
少
年
か
ら
高

齢
者
の
方
々
ま
で
、
伝
統
文
化
の
継
承
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら「
楽
し
く
剣
道
が
で

き
る
環
境
」に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
久
留
米
ア
リ
ー
ナ
板
張
り
道
場

と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
よ
り
多

く
の
方
々
が
気
楽
に
集
ま
り
、
稽
古
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
今
後
も
剣

道
の
普
及
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
令
和
五
年
十
月
二
十
九
日
の
素
晴
ら

し
い
秋
晴
れ
の
中
、
四
月
に
新
装
な
っ
た

飯
塚
市
総
合
体
育
館
に
県
内
か
ら
二
百

三
十
名
の
高
齢
剣
士
が
集
合
。
山
近
、

西
田
教
士
七
段
に
よ
る
日
本
剣
道
形
演

武
か
ら
始
ま
り
団
体
戦
、
四
つ
の
年
齢

◆ 

筑
豊
連
合
地
区 

直
鞍
剣
道
連
盟

第
二
十
三
回

ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
剣
道
交
流

大
会
を
観
戦
し
て

大会副委員長

佐伯　勝行

区
分
に
よ
り
個
人
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

剣
道
形
は
少
し
力
み
が
あ
り
ま
し
た
が

県
大
会
に
相
応
し
い
演
武
で
し
た
。

　
団
体
戦
は
宗
像
が
昨
年
ア
キ
レ
ス
腱

断
絶
を
し
た
藤
谷
選
手
、
上
段
田
尻
選

手
が
活
躍
し
早
良
Ｂ
を
下
し
優
勝
し
全

国
大
会
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
個
人
四
部
門
は
六
十
か
ら
六
十
四
歳

は
警
察
Ｏ
Ｂ
の
出
雲
選
手
が
ス
ピ
ー
ド
あ

ふ
れ
る
好
試
合
を
連
発
し
優
勝
。
六
十

五
か
ら
七
十
歳
の
部
は
粕
屋
の
佐
藤
選

手
が
落
ち
着
い
た
試
合
振
り
で
田
川
の
中

山
選
手
を
得
意
の
面
を
決
め
優
勝
。
残

念
だ
っ
た
の
は
準
決
勝
で
中
山
選
手
に

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
負
け
た
遠
賀
中
間
の
坂
尾

選
手
と
佐
藤
選
手
の
試
合
が
実
現
し
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
七
十
一
歳
か
ら
七
十

九
歳
の
部
は
筑
豊
の
会
長
川
村
選
手（
七

十
三
歳
）が
筑
紫
の
三
春
選
手（
七
十
四

歳
）を
思
い
切
り
の
よ
い
技
で
下
し
優
勝
。

　
八
十
歳
の
部
は
十
三
名
の
エ
ン
ト
リ
ー

で
八
幡
の
上
田
選
手
が
久
留
米
の
元
高

校
教
師
の
岡
選
手
を
独
特
の
間
を
外
す

技
で
下
し
優
勝
し
た
。

　
観
戦
時
、
専
務
理
事
と
も
話
し
ま
し

た
が
七
十
歳
以
上
の
選
手
の
皆
さ
ん
は

独
特
の
間
合
い
と
間
を
持
っ
て
お
ら
れ
難

し
い
稽
古
を
さ
れ
る
先
生
方
が
多
い
と
感

心
し
ま
し
た
。
稽
古
を
お
願
い
し
て
も

㆒
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
様
に
六
十
歳
か
ら
八
十
歳
代
の
高

齢
剣
士
の
活
躍
が
益
々
盛
ん
に
な
る
こ
と

は
県
剣
道
連
盟
と
し
て
も
大
き
な
プ
ラ

ス
に
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
只
個

人
戦
の
開
始
が
十
五
時
を
過
ぎ
閉
会
式

が
終
了
し
た
の
が
十
七
時
を
過
ぎ
て
い
ま

し
た
、
少
な
く
と
も
十
四
時
迄
に
は
個

人
戦
に
入
る
よ
う
運
営
を
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
と
、
勝
負
の
決
し
な
い
場
合
ジ
ャ

ン
ケ
ン
で
決
め
て
い
ま
す
が
判
定
を
導
入

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
更
に
レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
来
年
か
ら
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
大

会
を
祈
念
致
し
ま
す
。

ら
、
思
い
切
り
の
い
い
技
を
出
し
合
い
、

気
魄
あ
ふ
れ
る
試
合
を
展
開
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
上
位
校
は
二
月
に
熊
本
県
で
行
わ
れ
る

白
龍
旗
大
会
、
三
月
に
佐
賀
県
で
行
わ
れ

る
神
崎
市
長
旗
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

各
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
体
連
の
先

生
方
な
ら
び
に
関
係
各
位
の
熱
意
と
絶
大

な
る
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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こ
の
㆒
年
を
振
り
返
る
と
、
今
年
も
全

国
大
会
、
九
州
大
会
で
好
成
績
を
残
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
福
岡
県
剣
道

連
盟
主
催
の「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
一貫
指
導
育

成
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」や
県
教
育
委
員

会
主
催
の「
ス
ポ
ー
ツ
充
実
強
化
事
業
」な

ど
を
通
し
て
、
本
県
高
校
生
の
競
技
力
向

上
に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ

で
、
多
く
の
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
全
国
大
会
や
九
州
大
会
で
活
躍
し
た

学
校
や
個
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
こ

に
進
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
生
徒
た
ち

の
中
に
も
、
高
校
生
と
し
て
立
派
な
剣
道

を
す
る
生
徒
た
ち
、
将
来
性
を
期
待
さ

せ
る
剣
道
を
す
る
生
徒
た
ち
が
、
こ
の
福

岡
に
は
た
く
さ
ん
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
竹
刀
を
握
り
始
め
た
小
さ
な
子
ど
も
の

指
導
か
ら
大
人
の
指
導
ま
で
、
育
成
し
て

い
く
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
多

く
の
指
導
者
が
高
い
志
を
持
っ
て
指
導
に

あ
た
って
い
る
か
ら
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　
㆒
方
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
問
題
。
剣
道
界
に
お
い
て
も
同
様
な
こ

女子団体戦
第三位　古賀市立古賀中学校

女子団体戦
第三位　飯塚市立飯塚第一中学校

と
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
残
念
に
思
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
を
誹
謗

中
傷
す
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
への
書
き
込
み
。

さ
ら
に
は
、保
護
者
が
第
三
者
を
装
って
、

自
分
の
子
ど
も
が
通
う
学
校
の
過
剰
評
価

や
、
逆
に
悪
評
が
あ
る
か
の
よ
う
に
情
報

を
操
作
し
よ
う
と
す
る
書
き
込
み
な
ど
残

念
に
思
い
ま
す
。
保
護
者
に
剣
道
の
経
験

が
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、「
剣
道
の
理

念
」に
あ
る
よ
う
に
、
剣
道
界
だ
け
は
こ

の
問
題
が
な
い
世
界
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

願
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
、
安
定
し
て
い
る
競
技
力

に
対
し
て
、
人
口
減
少
問
題
を
は
じ
め
普

及
面
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
が
高
体
連

剣
道
専
門
部
の
課
題
で
す
。
部
員
数
の
減

少
や
廃
部
な
ど
、
大
会
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
新
た
な
課
題
が
発
生
し
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　
県
大
会
参
加
校
数
を
減
ら
す
意
見

や
、
普
及
面
か
ら
は
現
行
通
り
に
近
い
形

で
の
開
催
を
求
め
る
声
も
多
く
あ
り
ま

す
。
今
後
、
多
方
面
か
ら
意
見
聴
取
し
、

開
催
方
法
等
を
検
討
し
、
競
技
力
向
上

と
普
及
の
両
面
か
ら
最
善
策
を
見
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

福岡県高等学校体育連盟

剣道専門委員長
畑江　秀彦

活
動
報
告

大
会
結
果

令和５年度福岡県高等学校剣道新人大会
　　男子団体　優　 勝　西日本短期大学附属　　準 優 勝　 福岡第一　 　　　　　　　
                                                                   第 ３ 位　東福岡　筑紫台
　　女子団体　優　 勝　中村学園女子　　　　　準 優 勝　福　翔
    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 ３ 位    筑紫台　久留米商業
　　男子個人　優　 勝　石橋 拓登（東福岡）　 　 準 優 勝　 森 　大颯（福大大濠）
        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 ３ 位　江上 琢磨（東海大福岡）　関 慶太郎（福大大濠）
　　女子個人　優　 勝　菊池 京花（福翔）　 　　 準 優 勝　川田 莉子（中村学園女子）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  第 ３ 位    森田 有星（筑紫台）　森山 ひな（久留米商業）

全国高等学校剣道選抜大会福岡県予選会（男女各 2校、全国選抜大会出場）
　　男　  子　優　 勝　福大大濠　　　　　      準 優 勝　福岡第一
　　女　  子　優　 勝　中村学園女子　　　      準 優 勝　福　翔

　
九
州
学
生
剣
道
連
盟
は
、
九
州
地
区

の
各
大
学
剣
道
部
を
以
っ
て
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
全
日
本
学
生
剣
道
連

盟
に
加
盟
し
、
学
生
間
に
お
け
る
剣
道
の

奨
励
発
展
と
加
盟
校
相
互
の
連
絡
及
び

親
睦
融
和
を
図
り
、
日
本
剣
道
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
五
月
八
日
よ
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
付
け
が
五
類

感
染
症
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
昨
年
度

ま
で
の
規
制
や
制
限
を
あ
る
程
度
緩
和
し

て
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
主
催
大
会
の
主
な
結
果
は
下
記
の
通

り
で
す
。

　
各
大
会
に
お
い
て
快
く
審
判
を
お
引
き

受
け
い
た
だ
い
た
先
生
、
先
輩
方
に
は
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
加
盟
大
学
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
九
州
学
生
剣
道
連
盟
の
活
動
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 福岡教育大学

本多壮太郎

九
州
学
生
剣
道
連
盟
の

活
動
・
大
会
結
果
報
告

大
会
結
果

令和5年5月13日（土）開催
■ 九州学生剣道選手権大会（出場校：男子27校、女子26校　於 久留米アリーナ）
　 【男子第70回】
　　  優　勝　木村 恵都（鹿屋体育大学）　　　準優勝　川上 晏平（鹿屋体育大学）
　　  第三位　中山 豊樹（鹿屋体育大学）　　　第三位　山本 海斗（鹿屋体育大学）

　 【女子第56回】
　　  優　勝　大嶋 友莉亜（鹿屋体育大学）　　準優勝　大嶋 妃奈（福岡大学）
　　  第三位　濱田 望愛（鹿屋体育大学）　　　第三位　林 美陽（鹿屋体育大学）

令和5年5月27日（土）・28日（日）開催
■ 西日本学生剣道大会（出場校：男子89校、女子75校　於 久留米アリーナ）
　 【男子第68回】
　　  優　勝　鹿屋体育大学　　　　　　　 　準優勝　別府大学
　　  第三位　近畿大学　　　　　　　　　 　第三位　立命館大学

　 【女子第38回】
　　  優　勝　鹿屋体育大学　　　　　　　 　準優勝　別府大学
　　  第三位　立命館大学　　　　　　　　 　第三位　高知大学

令和5年9月2日（土）開催
■ 九州学生剣道優勝大会（出場校：男子25校、女子23校　於 粕屋町総合体育館）
　 【男子第70回】
　　  優　勝　鹿屋体育大学　　　　　　　 　準優勝　別府大学
　　  第三位　福岡大学　　　　　　　　　 　第三位　宮崎産業経営大学

　 【女子第46回】
　　  優　勝　鹿屋体育大学　　　　　　　 　準優勝　福岡大学
　　  第三位　福岡教育大学　　　　　　　 　第三位　九州産業大学

　
福
岡
県
警
察
剣
道
特
練
の
活
動
状
況

で
す
が
、
九
月
三
日
に
奈
良
県
で
開
催
さ

れ
た
第
六
十
二
回
全
日
本
女
子
剣
道
選

手
権
大
会
で
は
村
田
、
妹
尾
の
二
名
が
出

場
し
、昨
年
三
位
の
村
田
が
二
回
戦
敗
退
。

妹
尾
が
決
勝
戦
ま
で
駒
を
進
め
る
が
、
惜

し
く
も
準
優
勝
。
し
か
し
、
妹
尾
は
三
年

連
続
で
決
勝
進
出(

Ｒ
３
優
勝)

し
て
お

り
、
次
回
に
期
待
を
し
た
い
。

　
九
月
五
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
全
国
警
察
剣
道
選
手
権
大
会
に
は
、

男
子
が
國
友
、
望
月
、
牧
島
の
三
名
、

女
子
は
糸
山
、
村
田
、
高
城
、
妹
尾
の

四
名
が
出
場(

村
田
、
妹
尾
は
全
日
本
女

子
選
手
権
か
ら
そ
の
ま
ま
上
京)

。
妹
尾

が
三
位
入
賞
、
國
友
、
望
月
、
村
田
が

五
位
入
賞(

ベ
ス
ト
八)

と
い
う
素
晴
ら
し

い
結
果
で
あ
っ
た
。

　
十
月
九
日
、
十
日
に
鹿
児
島
県
で
開
催

さ
れ
た
国
民
体
育
大
会
で
は
、
次
鋒
國

友
、
副
将
本
多
、
大
将
蓮
尾
の
三
名
が

出
場
し
、
三
位
決
定
戦
で
強
豪
大
阪
を

破
り
入
賞
を
果
た
し
た
。
特
に
大
将
の
蓮

尾
は
、
大
将
戦
を
何
度
も
凌
ぎ
チ
ー
ム
を

福岡県警察
剣道首席師範
彌永　政美

福
岡
県
警
察
剣
道
特
練
の

活
動
報
告



　
　

各
域
か
ら
の
ご
報
告

各
域
か
ら
の
ご
報
告

剣脈 27号 -8 剣脈 27号 -7

各域からのご報告各域からのご報告

　
こ
の
㆒
年
を
振
り
返
る
と
、
今
年
も
全

国
大
会
、
九
州
大
会
で
好
成
績
を
残
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
福
岡
県
剣
道

連
盟
主
催
の「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
一貫
指
導
育

成
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」や
県
教
育
委
員

会
主
催
の「
ス
ポ
ー
ツ
充
実
強
化
事
業
」な

ど
を
通
し
て
、
本
県
高
校
生
の
競
技
力
向

上
に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ

で
、
多
く
の
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
全
国
大
会
や
九
州
大
会
で
活
躍
し
た

学
校
や
個
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
こ

に
進
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
生
徒
た
ち

の
中
に
も
、
高
校
生
と
し
て
立
派
な
剣
道

を
す
る
生
徒
た
ち
、
将
来
性
を
期
待
さ

せ
る
剣
道
を
す
る
生
徒
た
ち
が
、
こ
の
福

岡
に
は
た
く
さ
ん
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
竹
刀
を
握
り
始
め
た
小
さ
な
子
ど
も
の

指
導
か
ら
大
人
の
指
導
ま
で
、
育
成
し
て

い
く
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
多

く
の
指
導
者
が
高
い
志
を
持
っ
て
指
導
に

あ
た
って
い
る
か
ら
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　
㆒
方
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
問
題
。
剣
道
界
に
お
い
て
も
同
様
な
こ

女子団体戦
第三位　古賀市立古賀中学校

女子団体戦
第三位　飯塚市立飯塚第一中学校

と
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
残
念
に
思
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
を
誹
謗

中
傷
す
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
への
書
き
込
み
。

さ
ら
に
は
、保
護
者
が
第
三
者
を
装
って
、

自
分
の
子
ど
も
が
通
う
学
校
の
過
剰
評
価

や
、
逆
に
悪
評
が
あ
る
か
の
よ
う
に
情
報

を
操
作
し
よ
う
と
す
る
書
き
込
み
な
ど
残

念
に
思
い
ま
す
。
保
護
者
に
剣
道
の
経
験

が
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、「
剣
道
の
理

念
」に
あ
る
よ
う
に
、
剣
道
界
だ
け
は
こ

の
問
題
が
な
い
世
界
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

願
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
、
安
定
し
て
い
る
競
技
力

に
対
し
て
、
人
口
減
少
問
題
を
は
じ
め
普

及
面
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
が
高
体
連

剣
道
専
門
部
の
課
題
で
す
。
部
員
数
の
減

少
や
廃
部
な
ど
、
大
会
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
新
た
な
課
題
が
発
生
し
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　
県
大
会
参
加
校
数
を
減
ら
す
意
見

や
、
普
及
面
か
ら
は
現
行
通
り
に
近
い
形

で
の
開
催
を
求
め
る
声
も
多
く
あ
り
ま

す
。
今
後
、
多
方
面
か
ら
意
見
聴
取
し
、

開
催
方
法
等
を
検
討
し
、
競
技
力
向
上

と
普
及
の
両
面
か
ら
最
善
策
を
見
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

福岡県高等学校体育連盟

剣道専門委員長
畑江　秀彦

活
動
報
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大
会
結
果

令和５年度福岡県高等学校剣道新人大会
　　男子団体　優　 勝　西日本短期大学附属　　準 優 勝　 福岡第一　 　　　　　　　
                                                                   第 ３ 位　東福岡　筑紫台
　　女子団体　優　 勝　中村学園女子　　　　　準 優 勝　福　翔
    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 ３ 位    筑紫台　久留米商業
　　男子個人　優　 勝　石橋 拓登（東福岡）　 　 準 優 勝　 森 　大颯（福大大濠）
        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 ３ 位　江上 琢磨（東海大福岡）　関 慶太郎（福大大濠）
　　女子個人　優　 勝　菊池 京花（福翔）　 　　 準 優 勝　川田 莉子（中村学園女子）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  第 ３ 位    森田 有星（筑紫台）　森山 ひな（久留米商業）

全国高等学校剣道選抜大会福岡県予選会（男女各 2校、全国選抜大会出場）
　　男　  子　優　 勝　福大大濠　　　　　      準 優 勝　福岡第一
　　女　  子　優　 勝　中村学園女子　　　      準 優 勝　福　翔

　
九
州
学
生
剣
道
連
盟
は
、
九
州
地
区

の
各
大
学
剣
道
部
を
以
っ
て
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
全
日
本
学
生
剣
道
連

盟
に
加
盟
し
、
学
生
間
に
お
け
る
剣
道
の

奨
励
発
展
と
加
盟
校
相
互
の
連
絡
及
び

親
睦
融
和
を
図
り
、
日
本
剣
道
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
五
月
八
日
よ
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
付
け
が
五
類

感
染
症
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
昨
年
度

ま
で
の
規
制
や
制
限
を
あ
る
程
度
緩
和
し

て
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
主
催
大
会
の
主
な
結
果
は
下
記
の
通

り
で
す
。

　
各
大
会
に
お
い
て
快
く
審
判
を
お
引
き

受
け
い
た
だ
い
た
先
生
、
先
輩
方
に
は
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
加
盟
大
学
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
九
州
学
生
剣
道
連
盟
の
活
動
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 福岡教育大学
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九
州
学
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剣
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連
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大
会
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果
報
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大
会
結
果

令和5年5月13日（土）開催
■ 九州学生剣道選手権大会（出場校：男子27校、女子26校　於 久留米アリーナ）
　 【男子第70回】
　　  優　勝　木村 恵都（鹿屋体育大学）　　　準優勝　川上 晏平（鹿屋体育大学）
　　  第三位　中山 豊樹（鹿屋体育大学）　　　第三位　山本 海斗（鹿屋体育大学）

　 【女子第56回】
　　  優　勝　大嶋 友莉亜（鹿屋体育大学）　　準優勝　大嶋 妃奈（福岡大学）
　　  第三位　濱田 望愛（鹿屋体育大学）　　　第三位　林 美陽（鹿屋体育大学）

令和5年5月27日（土）・28日（日）開催
■ 西日本学生剣道大会（出場校：男子89校、女子75校　於 久留米アリーナ）
　 【男子第68回】
　　  優　勝　鹿屋体育大学　　　　　　　 　準優勝　別府大学
　　  第三位　近畿大学　　　　　　　　　 　第三位　立命館大学

　 【女子第38回】
　　  優　勝　鹿屋体育大学　　　　　　　 　準優勝　別府大学
　　  第三位　立命館大学　　　　　　　　 　第三位　高知大学

令和5年9月2日（土）開催
■ 九州学生剣道優勝大会（出場校：男子25校、女子23校　於 粕屋町総合体育館）
　 【男子第70回】
　　  優　勝　鹿屋体育大学　　　　　　　 　準優勝　別府大学
　　  第三位　福岡大学　　　　　　　　　 　第三位　宮崎産業経営大学

　 【女子第46回】
　　  優　勝　鹿屋体育大学　　　　　　　 　準優勝　福岡大学
　　  第三位　福岡教育大学　　　　　　　 　第三位　九州産業大学

　
福
岡
県
警
察
剣
道
特
練
の
活
動
状
況

で
す
が
、
九
月
三
日
に
奈
良
県
で
開
催
さ

れ
た
第
六
十
二
回
全
日
本
女
子
剣
道
選

手
権
大
会
で
は
村
田
、
妹
尾
の
二
名
が
出

場
し
、昨
年
三
位
の
村
田
が
二
回
戦
敗
退
。

妹
尾
が
決
勝
戦
ま
で
駒
を
進
め
る
が
、
惜

し
く
も
準
優
勝
。
し
か
し
、
妹
尾
は
三
年

連
続
で
決
勝
進
出(

Ｒ
３
優
勝)

し
て
お

り
、
次
回
に
期
待
を
し
た
い
。

　
九
月
五
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
全
国
警
察
剣
道
選
手
権
大
会
に
は
、

男
子
が
國
友
、
望
月
、
牧
島
の
三
名
、

女
子
は
糸
山
、
村
田
、
高
城
、
妹
尾
の

四
名
が
出
場(

村
田
、
妹
尾
は
全
日
本
女

子
選
手
権
か
ら
そ
の
ま
ま
上
京)

。
妹
尾

が
三
位
入
賞
、
國
友
、
望
月
、
村
田
が

五
位
入
賞(

ベ
ス
ト
八)

と
い
う
素
晴
ら
し

い
結
果
で
あ
っ
た
。

　
十
月
九
日
、
十
日
に
鹿
児
島
県
で
開
催

さ
れ
た
国
民
体
育
大
会
で
は
、
次
鋒
國

友
、
副
将
本
多
、
大
将
蓮
尾
の
三
名
が

出
場
し
、
三
位
決
定
戦
で
強
豪
大
阪
を

破
り
入
賞
を
果
た
し
た
。
特
に
大
将
の
蓮

尾
は
、
大
将
戦
を
何
度
も
凌
ぎ
チ
ー
ム
を

福岡県警察
剣道首席師範
彌永　政美

福
岡
県
警
察
剣
道
特
練
の

活
動
報
告
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星
丸

　一 

輝

橘

　
　亮
二

平
井

　智
也

冨
田
剣
太
郎

（
宗
像
高
校
）

（
宇
美
商
業
高
校
）

（
大
野
東
中
学
校
）

（
日
本
経
済
大
学
）

優

　勝:

準
優
勝:

第
三
位:

〈
三
十
四
歳
以
下
の
部
〉

窪
田

　健
吾

大
野

　健 

一

久
保
山
崇
之

和
田

　太
郎

（
柏
原
中
学
校
）

（
八
幡
南
高
校
）

（
修
猷
館
高
校
）

（
中
村
三
陽
高
校
）

優

　勝:

準
優
勝:

第
三
位:

〈
三
十
五
歳
以
上
四
十
四
歳
以
下
の
部
〉

儀
武

　純 

一

大
淵

　
　量

笠
井

　克
敏

井
上

　
　聡

（
東
福
岡
高
校
）

（
久
留
米
商
業
高
校
）

（
香
椎
高
校
）

（
朝
倉
光
陽
高
校
）

優

　勝:
準
優
勝:

第
三
位:

〈
四
十
五
歳
以
上
五
十
四
歳
以
下
の
部
〉

桒
野
賢
一
郎

中
並

　尚
康

權
藤

　和
彦

木
戸

　勇 

一
（
朝
倉
高
校
）

（
嘉
穂
高
校
）

（
東
福
岡
高
校
）

（
浅
川
中
学
校
）

優

　勝:

準
優
勝:

第
三
位:

〈
五
十
五
歳
以
上
の
部
〉

望
月

　未
来

西

　伊
万
里

古
賀

　楓
子

梅
野

　夏
鈴

（
福
翔
高
校
）

（
香
椎
高
校
）

（
高
取
中
学
校
）

（
福
翔
高
校
）

優

　勝:

準
優
勝:

第
三
位:

〈
女
子
の
部
〉

大
会
結
果

　
令
和
五
年
十
二
月
十
日
、
福
岡
武
道

館
に
於
い
て
、
第
四
十
六
回
福
岡
県
教
職

員
剣
道
大
会（
兼
全
国
教
職
員
剣
道
大
会

福
岡
県
選
手
候
補
選
考
会
）が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
五
類
感
染
症
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
様
々
な
地

区
で
も
多
く
の
大
会
が
通
常
通
り
の
開
催

で
行
う
こ
と
が
で
き
、
少
し
ず
つ
盛
り
上

が
り
が
復
活
し
て
い
る
中
、
本
大
会
も
六

十
六
名
の
先
生
方
が
選
手
と
し
て
出
場
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
も
昨
年
同
様
に
個
人

戦
の
み
で
、
出
場
部
門
も
年
齢
別
で
行
い

ま
し
た
。

　
今
回
は
二
十
代
の
先
生
方
で
初
出
場
さ

れ
る
方
が
多
く
、
若
手
の
部
門
の
試
合
が

よ
り
質
の
高
い
試
合
展
開
ば
か
り
で
し

た
。
ま
た
、
ど
の
部
門
も
日
頃
の
鍛
錬
の

成
果
を
発
揮
し
、
緊
迫
感
あ
る
白
熱
し

福岡県学校剣道連盟

事務局
冨澤　拓馬

第
四
十
六
回
福
岡
県
教
職
員

剣
道
大
会
報
告

　
令
和
六
年
八
月
に
茨
城
県
で
全
国
教
職

員
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
上

位
入
賞
者
を
対
象
に
稽
古
会
を
実
施
予

定
で
す
。
こ
れ
か
ら
全
国
大
会
に
む
け
た

強
化
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
県
剣
道
連
盟
を
は
じ
め
、

関
係
団
体
の
皆
様
に
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
・

ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

牽
引
す
る
活
躍
で
あ
っ
た
。

　
十
月
二
十
四
日
、
日
本
武
道
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
全
国
警
察
剣
道
大
会
で

は
、
男
子
は
予
選
リ
ー
グ(

三
県)

に
お
い

て
神
奈
川
に
大
将
戦
の
末
負
け
、
愛
媛
に

大
勝
し
㆒
部
残
留
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
女
子
に
あ
って
は
全
国
か
ら
三
十
チ
ー
ム

が
参
加
。
三
人
制
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

の
試
合
で
あ
る
。㆒
回
戦
茨
城
に
二
対

㆒
、
二
回
戦
大
分
に
㆒
対
〇
、
三
回
戦

警
視
庁
に
二
対
㆒
。
そ
し
て
迎
え
た
準
決

勝
神
奈
川
戦
。
誰
も
が
㆒
番
の
山
場
と
感

じ
て
い
た
㆒
戦
で
あ
る
。
先
鋒
村
田
が
堂
々

と
し
た
試
合
内
容
で
引
分
け
。
中
堅
糸

山
も
全
日
本
選
手
権
優
勝
経
験
の
あ
る

相
手
に
対
し
、
粘
っ
て
引
分
け
。
更
に
大

将
妹
尾
も
世
界
チ
ャン
ピ
オ
ン
と
引
分
け
。

　
代
表
者
戦
は
大
将
同
士
の
対
戦
と
な

り
、
妹
尾
が
相
手
の
居
つ
い
た
瞬
間
を
見

逃
さ
ず
、
得
意
の
面
を
決
め
て
勝
利
。
改

め
て
妹
尾
の
凄
さ
を
感
じ
た
試
合
で
あ
っ

た
。
決
勝
は
大
阪
に
二
対
〇
で
勝
利
し
初

優
勝
。
県
警
初
の
快
挙
と
な
っ
た
。

　
十
月
三
十
日
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
リ

ヤ
ド
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
コ
ン
バ
ッ
ト

ゲ
ー
ム
ズ
二
〇
二
三(

世
界
武
道
・
格
闘

技)

に
妹
尾
が
出
場
し
、
見
事
優
勝
を

果
た
し
た
。

　
十
㆒
月
三
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催

さ
れ
た
第
七
十
㆒
回
全
日
本
剣
道
選
手

権
大
会
に
は
、
國
友
、
中
山
が
出
場
し
、

國
友
が
五
位
入
賞(

ベス
ト
八)

中
山
は
初

戦
敗
退
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

　
今
後
も
今
回
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
更
に
精
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
三
十

五
歳
以
上
四
十
四
歳
以
下
の
部
で
は
、
決

勝
戦
が
昨
年
と
同
じ
先
生
同
士
で
行
わ
れ

た
こ
と
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
北
九
州
学
術
研
究
都
市（
通
称
、
学
研

台
）は
、
北
九
州
市
の
若
松
区
、
八
幡
西

区
西
部
に
ま
た
が
る
、
高
等
教
育
機
関

や
研
究
所
が
集
ま
る
都
市
で
あ
り
、
発

展
が
期
待
さ
れ
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
近
い
地

理
的
な
条
件
を
生
か
し
、
産
官
学
が
㆒

体
と
な
っ
て
先
端
科
学
技
術
に
関
す
る
教

育
・
研
究
機
関
の
集
積
を
お
こ
な
い
、
ア

ジ
ア
の
中
核
的
学
術
拠
点
を
目
指
し
て
い

る
機
関
で
す
。

　
現
在
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
、
北
九

州
市
立
大
大
学
院
、
九
州
工
業
大
大
学

院
、
福
岡
大
大
学
院
が
入
居
し
そ
の
他
、

連
携
大
学
、
企
業
、
店
舗
、Ｆ
Ｍ
発
信
基

地
な
ど
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
の
早
稲
田
大
学
、
大
学
院
生
が
居

合
道
に
興
味
を
も
ち
、
北
九
州
居
合
道

同
好
会
に
入
門
し
た
こ
と
を
キ
ッ
カ
ケ
と

し
て
　「
学
研
台
内
で
あ
る
程
度
の
人
間

が
集
ま
っ
て
、
学
内
に
有
る
体
育
館
を
借

用
可
能
に
な
れ
ば
指
導
に
出
向
く
よ
」と

投
げ
か
け
た
と
こ
ろ
、㆒
人
二
人
と
興
味

居
合
道
通
信

居
合
道
通
信

を
持
つ
人
間
が
増
え
て
、
現
在
八
名
が
毎

週
火
曜
日
十
六
時
〜
十
八
時
で
、
大
学
院

内
体
育
館
で
の
稽
古
を
九
月
よ
り
立
ち
上

げ
、
活
動
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
多
国
籍
で
、日
本
、チェコ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
、ア
メ
リ
カ
と
様
で々
、

そ
の
中
に
は
大
学
院
講
師
も
含
ま
れ
ま

す
。
こ
の
講
師
の
お
陰
で
、
言
語
も
多
少

の
不
便
は
あ
る
も
の
の
彼
を
通
じ
て
の
会

話
が
成
り
立
って
い
ま
す
。
体
育
館
は
㆒
ヶ

月
前
か
ら
の
予
約
制
で
早
い
者
勝
ち
で
す

が
、
こ
れ
も
講
師
の
お
陰
で
毎
月
の
確
保

が
出
来
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
全
員
が
道
着
、
袴
を
購
入
し
、

全
日
本
剣
道
連
盟
居
合
を
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
て
、
初
段
㆒
名
、㆒
級
二
名
を

取
得
。
三
月
の
昇
段
審
査
目
指
し
て
全
員

が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
以
前
、
北
九
州
居

合
道
同
好
会
内
に
も
八
幡
大
学（
現
九
州

国
際
大
）の
居
合
道
部
が
所
属
し
て
い
ま

し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
部
員
不
足
で
消

滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
関
東
、
関
西
の
大
学
の
居
合
道
部
が
活

発
に
活
動
し
て
い
て
、
北
九
州
大
会
に
も

数
多
く
参
加
し
て
い
る
様
を
見
る
に
つ

け
、
羨
ま
し
く
も
、
妬
ま
し
く
も
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
小
さ
な
燈
火
で
す
。
消
し
て

し
ま
わ
ぬ
様
に
地
道
な
活
動
に
は
な
り
ま

す
が
、
大
学
院
の
中
で
積
極
的
に
活
動
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

院
生
で
す
の
で
二
年
三
年
ほ
ど
の
周
期
で

入
れ
替
え
と
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
四
月

か
ら
の
受
け
入
れ
を
見
据
え
て
準
備
し
て

い
き
ま
す
。
目
標
は
、
今
の
倍
の
十
五
名

で
す
。

　
学
研
台
の
み
な
ら
ず
、
他
学
生
で
あ
っ

て
も
居
合
道
に
関
心
、
興
味
の
あ
る
方
が

周
り
に
居
ま
し
た
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
き

た
く
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
剣
友
皆
々

様
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

以
上

北
九
州
学
研
都
市
看
板
◀

学
研
都
市
ひ
び
き
の

バ
ス
停
と
体
育
館
◀

北
九
州
市
立
大
学

国
際
環
境
工
学
部
棟
◀

早
稲
田
大
学
情
報
生
産
シ
ス
テ
ム

研
究
セ
ン
タ
ー
棟
◀

小
田

　信
秋

県
居
合
道
部
副
会
長

北
九
州
居
合
道
同
好
会
会
長
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学
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以
下
の
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〉

窪
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修
猷
館
高
校
）

（
中
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校
）
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勝:

第
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位:

〈
三
十
五
歳
以
上
四
十
四
歳
以
下
の
部
〉

儀
武

　純 

一

大
淵
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笠
井
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敏

井
上
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（
東
福
岡
高
校
）

（
久
留
米
商
業
高
校
）

（
香
椎
高
校
）

（
朝
倉
光
陽
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校
）

優
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準
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三
位:
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四
十
五
歳
以
上
五
十
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以
下
の
部
〉

桒
野
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一
郎

中
並

　尚
康

權
藤

　和
彦

木
戸

　勇 

一
（
朝
倉
高
校
）

（
嘉
穂
高
校
）

（
東
福
岡
高
校
）

（
浅
川
中
学
校
）

優

　勝:

準
優
勝:

第
三
位:

〈
五
十
五
歳
以
上
の
部
〉

望
月

　未
来

西
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万
里

古
賀

　楓
子

梅
野
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鈴

（
福
翔
高
校
）

（
香
椎
高
校
）

（
高
取
中
学
校
）

（
福
翔
高
校
）

優

　勝:

準
優
勝:

第
三
位:

〈
女
子
の
部
〉

大
会
結
果

　
令
和
五
年
十
二
月
十
日
、
福
岡
武
道

館
に
於
い
て
、
第
四
十
六
回
福
岡
県
教
職

員
剣
道
大
会（
兼
全
国
教
職
員
剣
道
大
会

福
岡
県
選
手
候
補
選
考
会
）が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
五
類
感
染
症
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
様
々
な
地

区
で
も
多
く
の
大
会
が
通
常
通
り
の
開
催

で
行
う
こ
と
が
で
き
、
少
し
ず
つ
盛
り
上

が
り
が
復
活
し
て
い
る
中
、
本
大
会
も
六

十
六
名
の
先
生
方
が
選
手
と
し
て
出
場
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
も
昨
年
同
様
に
個
人

戦
の
み
で
、
出
場
部
門
も
年
齢
別
で
行
い

ま
し
た
。

　
今
回
は
二
十
代
の
先
生
方
で
初
出
場
さ

れ
る
方
が
多
く
、
若
手
の
部
門
の
試
合
が

よ
り
質
の
高
い
試
合
展
開
ば
か
り
で
し

た
。
ま
た
、
ど
の
部
門
も
日
頃
の
鍛
錬
の

成
果
を
発
揮
し
、
緊
迫
感
あ
る
白
熱
し

福岡県学校剣道連盟

事務局
冨澤　拓馬

第
四
十
六
回
福
岡
県
教
職
員

剣
道
大
会
報
告

　
令
和
六
年
八
月
に
茨
城
県
で
全
国
教
職

員
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
上

位
入
賞
者
を
対
象
に
稽
古
会
を
実
施
予

定
で
す
。
こ
れ
か
ら
全
国
大
会
に
む
け
た

強
化
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
県
剣
道
連
盟
を
は
じ
め
、

関
係
団
体
の
皆
様
に
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
・

ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

牽
引
す
る
活
躍
で
あ
っ
た
。

　
十
月
二
十
四
日
、
日
本
武
道
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
全
国
警
察
剣
道
大
会
で

は
、
男
子
は
予
選
リ
ー
グ(

三
県)

に
お
い

て
神
奈
川
に
大
将
戦
の
末
負
け
、
愛
媛
に

大
勝
し
㆒
部
残
留
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
女
子
に
あ
って
は
全
国
か
ら
三
十
チ
ー
ム

が
参
加
。
三
人
制
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

の
試
合
で
あ
る
。㆒
回
戦
茨
城
に
二
対

㆒
、
二
回
戦
大
分
に
㆒
対
〇
、
三
回
戦

警
視
庁
に
二
対
㆒
。
そ
し
て
迎
え
た
準
決

勝
神
奈
川
戦
。
誰
も
が
㆒
番
の
山
場
と
感

じ
て
い
た
㆒
戦
で
あ
る
。
先
鋒
村
田
が
堂
々

と
し
た
試
合
内
容
で
引
分
け
。
中
堅
糸

山
も
全
日
本
選
手
権
優
勝
経
験
の
あ
る

相
手
に
対
し
、
粘
っ
て
引
分
け
。
更
に
大

将
妹
尾
も
世
界
チ
ャン
ピ
オ
ン
と
引
分
け
。

　
代
表
者
戦
は
大
将
同
士
の
対
戦
と
な

り
、
妹
尾
が
相
手
の
居
つ
い
た
瞬
間
を
見

逃
さ
ず
、
得
意
の
面
を
決
め
て
勝
利
。
改

め
て
妹
尾
の
凄
さ
を
感
じ
た
試
合
で
あ
っ

た
。
決
勝
は
大
阪
に
二
対
〇
で
勝
利
し
初

優
勝
。
県
警
初
の
快
挙
と
な
っ
た
。

　
十
月
三
十
日
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
リ

ヤ
ド
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
コ
ン
バ
ッ
ト

ゲ
ー
ム
ズ
二
〇
二
三(

世
界
武
道
・
格
闘

技)

に
妹
尾
が
出
場
し
、
見
事
優
勝
を

果
た
し
た
。

　
十
㆒
月
三
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催

さ
れ
た
第
七
十
㆒
回
全
日
本
剣
道
選
手

権
大
会
に
は
、
國
友
、
中
山
が
出
場
し
、

國
友
が
五
位
入
賞(

ベス
ト
八)

中
山
は
初

戦
敗
退
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

　
今
後
も
今
回
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
更
に
精
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
三
十

五
歳
以
上
四
十
四
歳
以
下
の
部
で
は
、
決

勝
戦
が
昨
年
と
同
じ
先
生
同
士
で
行
わ
れ

た
こ
と
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
北
九
州
学
術
研
究
都
市（
通
称
、
学
研

台
）は
、
北
九
州
市
の
若
松
区
、
八
幡
西

区
西
部
に
ま
た
が
る
、
高
等
教
育
機
関

や
研
究
所
が
集
ま
る
都
市
で
あ
り
、
発

展
が
期
待
さ
れ
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
近
い
地

理
的
な
条
件
を
生
か
し
、
産
官
学
が
㆒

体
と
な
っ
て
先
端
科
学
技
術
に
関
す
る
教

育
・
研
究
機
関
の
集
積
を
お
こ
な
い
、
ア

ジ
ア
の
中
核
的
学
術
拠
点
を
目
指
し
て
い

る
機
関
で
す
。

　
現
在
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
、
北
九

州
市
立
大
大
学
院
、
九
州
工
業
大
大
学

院
、
福
岡
大
大
学
院
が
入
居
し
そ
の
他
、

連
携
大
学
、
企
業
、
店
舗
、Ｆ
Ｍ
発
信
基

地
な
ど
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
の
早
稲
田
大
学
、
大
学
院
生
が
居

合
道
に
興
味
を
も
ち
、
北
九
州
居
合
道

同
好
会
に
入
門
し
た
こ
と
を
キ
ッ
カ
ケ
と

し
て
　「
学
研
台
内
で
あ
る
程
度
の
人
間

が
集
ま
っ
て
、
学
内
に
有
る
体
育
館
を
借

用
可
能
に
な
れ
ば
指
導
に
出
向
く
よ
」と

投
げ
か
け
た
と
こ
ろ
、㆒
人
二
人
と
興
味

居
合
道
通
信

居
合
道
通
信

を
持
つ
人
間
が
増
え
て
、
現
在
八
名
が
毎

週
火
曜
日
十
六
時
〜
十
八
時
で
、
大
学
院

内
体
育
館
で
の
稽
古
を
九
月
よ
り
立
ち
上

げ
、
活
動
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
多
国
籍
で
、日
本
、チェコ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
、ア
メ
リ
カ
と
様
で々
、

そ
の
中
に
は
大
学
院
講
師
も
含
ま
れ
ま

す
。
こ
の
講
師
の
お
陰
で
、
言
語
も
多
少

の
不
便
は
あ
る
も
の
の
彼
を
通
じ
て
の
会

話
が
成
り
立
って
い
ま
す
。
体
育
館
は
㆒
ヶ

月
前
か
ら
の
予
約
制
で
早
い
者
勝
ち
で
す

が
、
こ
れ
も
講
師
の
お
陰
で
毎
月
の
確
保

が
出
来
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
全
員
が
道
着
、
袴
を
購
入
し
、

全
日
本
剣
道
連
盟
居
合
を
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
て
、
初
段
㆒
名
、㆒
級
二
名
を

取
得
。
三
月
の
昇
段
審
査
目
指
し
て
全
員

が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
以
前
、
北
九
州
居

合
道
同
好
会
内
に
も
八
幡
大
学（
現
九
州

国
際
大
）の
居
合
道
部
が
所
属
し
て
い
ま

し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
部
員
不
足
で
消

滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
関
東
、
関
西
の
大
学
の
居
合
道
部
が
活

発
に
活
動
し
て
い
て
、
北
九
州
大
会
に
も

数
多
く
参
加
し
て
い
る
様
を
見
る
に
つ

け
、
羨
ま
し
く
も
、
妬
ま
し
く
も
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
小
さ
な
燈
火
で
す
。
消
し
て

し
ま
わ
ぬ
様
に
地
道
な
活
動
に
は
な
り
ま

す
が
、
大
学
院
の
中
で
積
極
的
に
活
動
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

院
生
で
す
の
で
二
年
三
年
ほ
ど
の
周
期
で

入
れ
替
え
と
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
四
月

か
ら
の
受
け
入
れ
を
見
据
え
て
準
備
し
て

い
き
ま
す
。
目
標
は
、
今
の
倍
の
十
五
名

で
す
。

　
学
研
台
の
み
な
ら
ず
、
他
学
生
で
あ
っ

て
も
居
合
道
に
関
心
、
興
味
の
あ
る
方
が

周
り
に
居
ま
し
た
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
き

た
く
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
剣
友
皆
々

様
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

以
上

北
九
州
学
研
都
市
看
板
◀

学
研
都
市
ひ
び
き
の

バ
ス
停
と
体
育
館
◀

北
九
州
市
立
大
学

国
際
環
境
工
学
部
棟
◀

早
稲
田
大
学
情
報
生
産
シ
ス
テ
ム

研
究
セ
ン
タ
ー
棟
◀

小
田

　信
秋

県
居
合
道
部
副
会
長

北
九
州
居
合
道
同
好
会
会
長
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回
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州
女
子
剣
道
愛
好
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杖
道
通
信
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杖道通信

第
二
十
七
回
九
州
女
子

剣
道
愛
好
会
錬
成
大
会

　
令
和
五
年
度
の
事
業
も
あ
と
㆒
つ
を
残

し
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、
令
和
五
年
五
月

か
ら
五
類
感
染
症
へ
と
移
行
し
マ
ス
ク
の
着

用
も
個
人
判
断
と
な
り
よ
う
や
く
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

コ
ロ
ナ
対
策
の
三
年
間
は
、
新
規
加
入
者

が
少
な
く
な
り
、
事
業
への
参
加
者
も
減

少
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
す
べ

て
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
、
あ
ら
た
め
て
普
通
の
日
常
に

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
杖
道
部
の
主
な
事
業
に
、
七
月

に
開
催
し
た
福
岡
県
杖
道
大
会
が
あ
り

ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
三
名
の
参
加
が

有
り
個
人
戦
で
は
、
無
段
、
三
段
の
部
で

優
勝
、
団
体
戦
も
フ
ラ
ン
ス
チ
ー
ム
が
優

勝
と
な
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
杖
道
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
福

岡
発
祥
の
杖
道
が
ヨ
ー
ロッ
パ
で
熱
心
に
稽 神代　孝一

福岡県剣道連盟
杖道部 理事長

杖
道
部
か
ら
の
報
告
事
項

杖
道
通
信

古
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
嬉
し
さ
を
感
じ
つ
つ

も
、
福
岡
と
し
て
は
少
し
複
雑
な
気
持
ち

が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
杖
道
部
で
は
、
太
宰
府
市
の
杖
道
発

祥
の
地
、
竈
門
神
社
境
内
に
あ
る
夢
想

権
之
助
神
社
前
で
毎
月
奉
納
稽
古
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
二
時
間
ほ
ど
の
時
間
で

す
が
、
日
頃
稽
古
で
き
な
い
方
と
お
手
合

わ
せ
が
で
き
る
唯
㆒
の
場
で
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
是
非
多
く
の
方

に
奉
納
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
九
月
に

は
こ
の
地
で
流
祖
祭
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
二
年
毎
に
全
国
の
杖
道
愛
好

者
が
参
集
し
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
コロ

ナ
等
の
影
響
で
開
催
出
来
ず
六
年
ぶ
り
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
翌
日
に
は
、
福
岡
市

中
央
体
育
館
で
全
国
杖
道
大
会
を
実

施
、
参
加
者
百
五
十
名
ほ
ど
と
例
年
の
半

数
ほ
ど
で
し
た
が
、
久
々
に
全
国
の
方
々
と

交
流
が
出
来
た
こ
と
に
喜
ん
で
頂
け
た
も

の
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
流
祖
祭
、
全
国

杖
道
大
会
と
開
催
出
来
た
の
も
皆
様
の
多

大
な
る
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　
十
月
に
は
、
全
日
本
剣
道
連
盟
主
催
に

よ
る
第
五
十
回
全
日
本
杖
道
大
会
が
横

浜
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
県
か

ら
は
五
段
㆒
組
、
六
段
四
組
、
七
段
五
組

の
十
組
二
十
名
の
選
手
を
派
遣
し
、
六
段

の
部
で
城
台
選
手
・
山
本
選
手
組
が
準
決

勝
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
次
年
度
の
大

会
は
是
非
と
も
優
勝
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。

各
事
業
への
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
す

る
と
共
に
、
杖
道
の
普
及
発
展
と
会
員
拡

大
の
た
め
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

永沼　真紀

福岡県剣道連盟
理事

第
二
十
七
回
九
州
女
子
剣
道

愛
好
会
福
岡
県
錬
成
大
会
報
告

　
九
州
各
県
の
女
子
剣
道
の
普
及
・
発

展
を
図
る
と
共
に
、
青
少
年
の
健
全
な
育

成
及
び
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
第
二
十
七
回
九
州
女
子
剣

道
愛
好
会
錬
成
大
会
を
、
福
岡
県
剣
道

連
盟
の
後
援
、
主
催
九
州
女
子
剣
道
愛

好
会
、
主
管
福
岡
県
女
子
剣
道
愛
好
会

で
、
令
和
五
年
十一月
十
八
日(

土)

十
二

時
か
ら
十
六
時
、
久
留
米
ア
リ
ー
ナ
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
九
州
各
県
か
ら
百
二
十
四
名
の
参
加
が

あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
充
実
し
た
内
容
に

大
変
満
足
で
き
た
と
の
高
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

親
川

　佳
代

　
昨
年
十
㆒
月
十
八
日
、
久
留
米
ア
リ
ー

ナ
に
て
第
二
十
七
回
と
な
る
本
大
会
が
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
四
年
振
り
に
開
催
さ
れ

た
。
九
州
各
県
か
ら
四
十
三
名
、
県
内
か

ら
八
十
㆒
名
、
総
勢
百
二
十
四
名
の
無
段

か
ら
七
段
の
女
性
剣
士
が
集
い
交
流
を
深

め
た
。
今
回
福
岡
県
剣
道
連
盟
に
ご
後
援

を
い
た
だ
き
、
八
段
四
名
が
参
加
さ
れ
、

開
会
式
で
は
嶌
末
範
士
か
ら
女
子
剣
士
の

活
躍
に
対
し
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　
稽
古
は
初
め
に
、
初
心
者
指
導
に
も
役

立
つ
基
本
動
作
と
対
人
技
能
と
準
備
運
動

を
兼
ね
て
行
い
、
次
に
岩
熊
先
生
に
よ
る

「
切
り
返
し
を
中
心
と
し
た
基
本
稽
古
」

を
、
最
後
の
地
稽
古
で
は
藤
森
・
彌
永

両
先
生
に
も
ご
指
導
い
た
だ
き
、
楽
し
く

充
実
し
た
稽
古
と
な
っ
た
。

　
懇
親
会
で
は
再
開
を
喜
び
合
い
、
各
県

の
現
状
報
告
等
、
情
報
交
換
の
場
と
な
り

終
始
和
や
か
な
懇
談
の
場
と
な
っ
た
。

　
㆒
九
九
三
年
か
ら
今
年
で
三
十
年
。
先

輩
方
が
繋
い
で
こ
ら
れ
た
こ
の
会
は
、
九

州
剣
道
の
発
展
の
㆒
助
と
な
っ
て
お
り
、

果
た
す
役
割
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
ご
後
援
い
た
だ
い
た
県
剣
道

連
盟
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
今
後
共
㆒
層
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
四
年
間
の
空
白
の
後
に
よ
う
や
く
待

望
の
歯
車
が
こ
の
地
久
留
米
に
て
再
び

動
き
始
め
ま
し
た
。

　
思
え
ば
、
四
回
大
会
か
ら
参
加
を
始

め
て
二
十
六
回
ま
で
、
各
県
持
回
り
の

錬
成
大
会
に
㆒
度
も
欠
か
す
事
な
く
参

加
で
き
た
の
は
、
当
番
県
の
心
づ
く
し

の
受
け
入
れ
態
勢
、
そ
こ
で
の
多
く
の

仲
間
と
の
出
会
い
や
沢
山
の
学
び
と
共

に
毎
回
楽
し
く
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が

出
来
た
か
ら
に
他
あ
り
ま
せ
ん
。
転
勤

族
ゆ
え
、
剣
道
愛
だ
け
で
は
続
け
る
事

が
困
難
な
時
、
多
く
の
仲
間
が
心
の
支

え
と
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
稽
古
会
で
は
、
初
め
に
子
ど

も
達
の
指
導
に
も
役
立
つ「
で
き
る
楽
し

さ
・
合
わ
せ
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
ベ
イ

シ
ッ
ク
剣
道
」を
、
ま
た
、
岩
熊
先
生
に

よ
る
基
本
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
ご

指
導
で
㆒
味
違
っ
た
学
び
の
時
間
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
道
場
と
も
い
う
べ
き
懇
親
会
で

は
、
各
県
代
表
が
近
況
を
報
告
し
錬
成

会
の
再
始
動
を
喜
び
、
来
年
当
番
県
宮

崎
の
五
ヶ
瀬
で
の
再
会
を
約
束
し
て
帰

宅
の
途
に
就
き
ま
し
た
。
只
々
感
謝
の

み
で
す
。

下川　真優
ランテック

　
九
州
女
子
剣
道
愛
好
会
錬
成
大
会

に
、
弊
社
ラ
ン
テ
ッ
ク
剣
道
部
は
初
め
て

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
準
備
体
操
か
ら
皆
さ
ん
と
交
流
し
な

が
ら
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
、
楽
し

み
な
が
ら
体
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
基
本
稽
古
で
は
、
普
段
か
ら
指
導
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
岩
熊
先
生
の
号
令

で
、
基
本
の
面
打
ち
か
ら
、
切
り
返
し

ま
で
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
基
本
の
振

り
・
足
さ
ば
き
・
体
さ
ば
き
の
重
要
性

に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
の
地
稽

古
で
は
様
々
な
先
生
方
と
稽
古
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
勢
い
だ
け
で
な
く
、
間
合

い
の
攻
防
で
あ
っ
た
り
、
細
か
い
竹
刀
の

動
き
で
相
手
に
対
し
て
の
圧
を
掛
け
、

技
を
出
す
こ
と
も
も
っ
と
勉
強
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
実
業
団
や
同
年
代
の
方
と
し
か
交
流

が
で
き
な
い
中
で
、
普
段
お
会
い
で
き

な
い
方
と
の
稽
古
が
で
き
、
と
て
も
有

意
義
な
稽
古
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

愛
好
会 

福
岡
県
事
務
局
長

上
原
眞
寿
枝

北
九
州
連
合
地
区 

剣
道
連
盟



第
二
十
七
回
九
州
女
子
剣
道
愛
好
会
錬
成
大
会

剣脈 27号 -12

第27回九州女子剣道愛好会錬成大会

杖
道
通
信

剣脈 27号 -11

杖道通信

第
二
十
七
回
九
州
女
子

剣
道
愛
好
会
錬
成
大
会

　
令
和
五
年
度
の
事
業
も
あ
と
㆒
つ
を
残

し
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、
令
和
五
年
五
月

か
ら
五
類
感
染
症
へ
と
移
行
し
マ
ス
ク
の
着

用
も
個
人
判
断
と
な
り
よ
う
や
く
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

コ
ロ
ナ
対
策
の
三
年
間
は
、
新
規
加
入
者

が
少
な
く
な
り
、
事
業
への
参
加
者
も
減

少
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
す
べ

て
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
、
あ
ら
た
め
て
普
通
の
日
常
に

感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
杖
道
部
の
主
な
事
業
に
、
七
月

に
開
催
し
た
福
岡
県
杖
道
大
会
が
あ
り

ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
三
名
の
参
加
が

有
り
個
人
戦
で
は
、
無
段
、
三
段
の
部
で

優
勝
、
団
体
戦
も
フ
ラ
ン
ス
チ
ー
ム
が
優

勝
と
な
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
杖
道
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
福

岡
発
祥
の
杖
道
が
ヨ
ー
ロッ
パ
で
熱
心
に
稽 神代　孝一

福岡県剣道連盟
杖道部 理事長

杖
道
部
か
ら
の
報
告
事
項

杖
道
通
信

古
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
嬉
し
さ
を
感
じ
つ
つ

も
、
福
岡
と
し
て
は
少
し
複
雑
な
気
持
ち

が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
杖
道
部
で
は
、
太
宰
府
市
の
杖
道
発

祥
の
地
、
竈
門
神
社
境
内
に
あ
る
夢
想

権
之
助
神
社
前
で
毎
月
奉
納
稽
古
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
二
時
間
ほ
ど
の
時
間
で

す
が
、
日
頃
稽
古
で
き
な
い
方
と
お
手
合

わ
せ
が
で
き
る
唯
㆒
の
場
で
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
是
非
多
く
の
方

に
奉
納
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
九
月
に

は
こ
の
地
で
流
祖
祭
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
二
年
毎
に
全
国
の
杖
道
愛
好

者
が
参
集
し
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
コロ

ナ
等
の
影
響
で
開
催
出
来
ず
六
年
ぶ
り
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
翌
日
に
は
、
福
岡
市

中
央
体
育
館
で
全
国
杖
道
大
会
を
実

施
、
参
加
者
百
五
十
名
ほ
ど
と
例
年
の
半

数
ほ
ど
で
し
た
が
、
久
々
に
全
国
の
方
々
と

交
流
が
出
来
た
こ
と
に
喜
ん
で
頂
け
た
も

の
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
流
祖
祭
、
全
国

杖
道
大
会
と
開
催
出
来
た
の
も
皆
様
の
多

大
な
る
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　
十
月
に
は
、
全
日
本
剣
道
連
盟
主
催
に

よ
る
第
五
十
回
全
日
本
杖
道
大
会
が
横

浜
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
県
か

ら
は
五
段
㆒
組
、
六
段
四
組
、
七
段
五
組

の
十
組
二
十
名
の
選
手
を
派
遣
し
、
六
段

の
部
で
城
台
選
手
・
山
本
選
手
組
が
準
決

勝
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
次
年
度
の
大

会
は
是
非
と
も
優
勝
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。

各
事
業
への
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
す

る
と
共
に
、
杖
道
の
普
及
発
展
と
会
員
拡

大
の
た
め
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

永沼　真紀

福岡県剣道連盟
理事

第
二
十
七
回
九
州
女
子
剣
道

愛
好
会
福
岡
県
錬
成
大
会
報
告

　
九
州
各
県
の
女
子
剣
道
の
普
及
・
発

展
を
図
る
と
共
に
、
青
少
年
の
健
全
な
育

成
及
び
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
第
二
十
七
回
九
州
女
子
剣

道
愛
好
会
錬
成
大
会
を
、
福
岡
県
剣
道

連
盟
の
後
援
、
主
催
九
州
女
子
剣
道
愛

好
会
、
主
管
福
岡
県
女
子
剣
道
愛
好
会

で
、
令
和
五
年
十一月
十
八
日(

土)

十
二

時
か
ら
十
六
時
、
久
留
米
ア
リ
ー
ナ
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
九
州
各
県
か
ら
百
二
十
四
名
の
参
加
が

あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
充
実
し
た
内
容
に

大
変
満
足
で
き
た
と
の
高
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

親
川

　佳
代

　
昨
年
十
㆒
月
十
八
日
、
久
留
米
ア
リ
ー

ナ
に
て
第
二
十
七
回
と
な
る
本
大
会
が
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
四
年
振
り
に
開
催
さ
れ

た
。
九
州
各
県
か
ら
四
十
三
名
、
県
内
か

ら
八
十
㆒
名
、
総
勢
百
二
十
四
名
の
無
段

か
ら
七
段
の
女
性
剣
士
が
集
い
交
流
を
深

め
た
。
今
回
福
岡
県
剣
道
連
盟
に
ご
後
援

を
い
た
だ
き
、
八
段
四
名
が
参
加
さ
れ
、

開
会
式
で
は
嶌
末
範
士
か
ら
女
子
剣
士
の

活
躍
に
対
し
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　
稽
古
は
初
め
に
、
初
心
者
指
導
に
も
役

立
つ
基
本
動
作
と
対
人
技
能
と
準
備
運
動

を
兼
ね
て
行
い
、
次
に
岩
熊
先
生
に
よ
る

「
切
り
返
し
を
中
心
と
し
た
基
本
稽
古
」

を
、
最
後
の
地
稽
古
で
は
藤
森
・
彌
永

両
先
生
に
も
ご
指
導
い
た
だ
き
、
楽
し
く

充
実
し
た
稽
古
と
な
っ
た
。

　
懇
親
会
で
は
再
開
を
喜
び
合
い
、
各
県

の
現
状
報
告
等
、
情
報
交
換
の
場
と
な
り

終
始
和
や
か
な
懇
談
の
場
と
な
っ
た
。

　
㆒
九
九
三
年
か
ら
今
年
で
三
十
年
。
先

輩
方
が
繋
い
で
こ
ら
れ
た
こ
の
会
は
、
九

州
剣
道
の
発
展
の
㆒
助
と
な
っ
て
お
り
、

果
た
す
役
割
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
ご
後
援
い
た
だ
い
た
県
剣
道

連
盟
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
今
後
共
㆒
層
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
四
年
間
の
空
白
の
後
に
よ
う
や
く
待

望
の
歯
車
が
こ
の
地
久
留
米
に
て
再
び

動
き
始
め
ま
し
た
。

　
思
え
ば
、
四
回
大
会
か
ら
参
加
を
始

め
て
二
十
六
回
ま
で
、
各
県
持
回
り
の

錬
成
大
会
に
㆒
度
も
欠
か
す
事
な
く
参

加
で
き
た
の
は
、
当
番
県
の
心
づ
く
し

の
受
け
入
れ
態
勢
、
そ
こ
で
の
多
く
の

仲
間
と
の
出
会
い
や
沢
山
の
学
び
と
共

に
毎
回
楽
し
く
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が

出
来
た
か
ら
に
他
あ
り
ま
せ
ん
。
転
勤

族
ゆ
え
、
剣
道
愛
だ
け
で
は
続
け
る
事

が
困
難
な
時
、
多
く
の
仲
間
が
心
の
支

え
と
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
稽
古
会
で
は
、
初
め
に
子
ど

も
達
の
指
導
に
も
役
立
つ「
で
き
る
楽
し

さ
・
合
わ
せ
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
ベ
イ

シ
ッ
ク
剣
道
」を
、
ま
た
、
岩
熊
先
生
に

よ
る
基
本
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
ご

指
導
で
㆒
味
違
っ
た
学
び
の
時
間
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
道
場
と
も
い
う
べ
き
懇
親
会
で

は
、
各
県
代
表
が
近
況
を
報
告
し
錬
成

会
の
再
始
動
を
喜
び
、
来
年
当
番
県
宮

崎
の
五
ヶ
瀬
で
の
再
会
を
約
束
し
て
帰

宅
の
途
に
就
き
ま
し
た
。
只
々
感
謝
の

み
で
す
。

下川　真優
ランテック

　
九
州
女
子
剣
道
愛
好
会
錬
成
大
会

に
、
弊
社
ラ
ン
テ
ッ
ク
剣
道
部
は
初
め
て

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
準
備
体
操
か
ら
皆
さ
ん
と
交
流
し
な

が
ら
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
、
楽
し

み
な
が
ら
体
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
基
本
稽
古
で
は
、
普
段
か
ら
指
導
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
岩
熊
先
生
の
号
令

で
、
基
本
の
面
打
ち
か
ら
、
切
り
返
し

ま
で
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
基
本
の
振

り
・
足
さ
ば
き
・
体
さ
ば
き
の
重
要
性

に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
の
地
稽

古
で
は
様
々
な
先
生
方
と
稽
古
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
勢
い
だ
け
で
な
く
、
間
合

い
の
攻
防
で
あ
っ
た
り
、
細
か
い
竹
刀
の

動
き
で
相
手
に
対
し
て
の
圧
を
掛
け
、

技
を
出
す
こ
と
も
も
っ
と
勉
強
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
実
業
団
や
同
年
代
の
方
と
し
か
交
流

が
で
き
な
い
中
で
、
普
段
お
会
い
で
き

な
い
方
と
の
稽
古
が
で
き
、
と
て
も
有

意
義
な
稽
古
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

愛
好
会 

福
岡
県
事
務
局
長

上
原
眞
寿
枝

北
九
州
連
合
地
区 

剣
道
連
盟



0分

3分

15分

40分

45分

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

剣脈 27号 -14

アンケート結果

幼
少
年
指
導

剣脈 27号 -13

幼少年指導

〜
幼
少
年
剣
道
の
活
性
化
を

目
指
し
、
剣
道
の
魅
力
に
迫
る
〜

幼
少
年
指
導

令
和
五
年
四
月
二
日(

土)

　
　
　
　
　
　
三
日(

日)

期 

日
場 

所

兵
庫
県
神
戸
市

講 

師

軽
米 

満
世

指
導
内
容

　〈幼
少
年
指
導
の
具
体
例
〉

　
●
子
供
た
ち
に
興
味
関
心
を
持
た

　
　
せ
、
楽
し
く
剣
道
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展開計画

活動の趣旨及び指導上に留意点活  動  内  容
テーマ: 子供の実態に応じて、段階的に楽しく学ぶ剣道の基本動作の例の紹介

2.活動の実際 ※準備運動
(1)気・剣・体の一致を意識した楽しい動機付け
　 ① 発声選手権(気迫のある声)
　 ② 剣道じゃんけん(面・小手・胴)(礼法・目付)
　 ③ その他紹介:すり足りレー・すり足じゃんけん・手刀攻防など
(2)基本動作の習得に向けた活動例(手刀で段階的に)
　 ① 自然体・体さばき (足さばき)
　 ② 送り足(前進後退、左右など)
　 ③ ツーステップ⇒体を突き出す
　 ④ スキップ⇒股関節からの踏み込み 

　　　1. 2. 3.⇒1. 2.⇒1.⇒0から踏み込んで面⇒残心
　　　・ヤーヤーヤー画・面・面⇒ヤー踏み込んで面⇒残心
　　　・ヤーヤーヤー小手・小手・小手⇒ヤー踏み込み足小手⇒残心
　　　・ヤーヤーヤー胴・胴・胴⇒ヤー踏み込んで胴⇒残心

(3)竹刀の持ち方・構え方(中段の構え)
　 ① 素振り⇒正面・小手・胴(振り頭上で返す)
　 ② 竹刀で基本動作を身につける

　　　・ヤーヤーヤー面・面・面⇒ヤー踏み込んで面⇒残心
　　　・ヤーヤーヤー小手・小手・小手⇒ヤー踏み込み足小手⇒残心
　　　・ヤーヤーヤー胴・胴・胴⇒ヤー踏み込んで胴⇒残心

　 ③ 打ち方・打たせ方(打たせ方2通りの紹介)

　 　   ・対人:元立ち(師匠)と掛かり手(弟子)
　 　   ・礼⇒前進後退⇒面・小手・胴打ち抜けて⇒残心
　 　   ※振りかぶりと右足の踏み込みを合わせる(言葉で)

3.まとめ
※幼少年指導は、色々な子供への配慮、母親が子供を優しく
　教え諭すような眼差しで褒めて伸ばす指導を

1.趣旨と流れの確認 ※垂、胴を装着し竹刀を持って集合
※対人性を生かしたアイスブレーク的
　な動きで心と体をほぐす
※剣道の特性に触れ
　・発声(丹田から)
　・足さばき 
　・左足の引きつけ

※立腰教育 
　・腰骨を立てることで、やる気やけ
　　じめ自己を律する等を培い生きる
　　力を育む
　・後足の引きつけ
　　(後⇒右足、前⇒左足)
　・姿勢・目付
※左足の引きつけ
　・股関節(紙コップ)
※残心(不離五向) 
　・目・つま先・臍・剣先・心
※竹刀の安全点検 (どこを確認するか)
※中段の構え
　・左手の握り・剣先は一足一刀の間
　　合において両目の中央、または左
　　目の方向
　・竹刀の握る位置に印を付ける紹介
※刃筋
※打突部・打突部位 どこで、どこを打
　つのか・気剣体の一致 
・間合(相手との距離) 
・一足一刀・打ち抜けさせる 
※剣道の魅力は、人間形成に繋がる武
　道としての奥深さにある。
※難しいことを易しく、易しいことを深
　く、楽しく伝える工夫が求められる

・大きな声
・気を合わせる
・礼（目を見て）
・かっこいい

時 

配

（公社）福岡県剣道連盟　広報委員会

少年会員増加のための取り組みに伴うアンケート調査結果

　先般より県内各道場（剣道・居合道・杖道）に標記のアンケートをお願いしました。121の道場から回答
をいただきました。少年会員の減少は厳しい状況にあります。結果のすべてを記載することはできませんが、
まとめをお知らせします。 回答数 道場（剣道、居合道、杖道）：１２１道場

3. 今後、あなたのクラブや道場において、少年会員増加に向けて取組をするように求められたら、
　 あなたはどのようなことをしますか。（今後の参考に主な内容を掲載）

・稽古風景が目に付くように稽古場所を複数個所にする。
・お楽しみ剣道体験を考え実施する。
・小学生や中学生でリタイアする道場生徒が居るため、県内で活躍している者（高校生や警察官等）からの指導を定期  
　的に行うことで今後の目標になる。
・剣道とともに学習面、社会性の向上に向けた取組み。
・授業協力者の講習会等に参加して、学校教育に役立つことに取組みたいと考えています。
・保護者や子どもの剣道を習ううえでのニーズを事前に確認して道場選びをしてもらうことが大事。勝負にこだわりつ  
　つ活動する道場か（特に保護者）もしくは試合にこだわらず礼儀や健康を重視する道場か等ミスマッチが起きないよ  
　うにしたい。各道場もHP等できちんと明示すべき。また道場間の移籍も容易に出来るような仕組みを検討すべき  
　かと思います。
・道場は剣道、居合道、杖道に特化して稽古できることは良いことです。しかし、一方で閉鎖的で屋外競技のように  
　人の目に触れることができません。映像で道場の中での出来事を配信することで、安心したイメージを持ってもら  
　えると思います。YouTubeを　媒体として、初心者の人でも興味を持ってもらえるような取組をしたいと思います。
・日本伝統歴史文化継承、日本人としての自覚と心身生理学的効果
・漫画や映画などでのかっこ良いイメージを大事にしながら、諦めたくならないように厳しさより楽しく稽古できること  
　を優先する。
・まずはやめさせないことが一番重要だと考えています。一人やめることはマイナス５にも10にもなると考えています。
・他の競技に比べて、勝敗だけではなく、人間形成に重きを置いているという事をアピールする。
・稽古風景だけでなく、道路の清掃等ボランティア活動を行っている動画をSNSにてあげる。
・SNS、HPを活用する場合は、可能なら自治体のHPと連携すると効果がある。

※紙面の都合上主な取組を掲載しました。

１. 小・中学生の会員を増やすため、これまでに何か取組をしましたか。
道場の数

は　い

いいえ

１００

２１

８３％

１７％

割合（％）
危機感からか多くの
道場が「はい」として
います。

2. 取り組んだ内容について教えてください。
取組の内容 道場の数 割合（％）

ポスター、チラシ、店舗掲示

SNS、ホームページ、インスタグラム、Facebook

口コミ、声掛け、勧誘

体験会

その他

４３

２７

３６％

２２％

２６ ２１％

１７ １７％

２５ ２０％

・学校訪問、公民館
　活用
・レクリエーション
　活動
・嫌いにさせない、　
　諦めさせない工夫

等

その他
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活動の趣旨及び指導上に留意点活  動  内  容
テーマ: 子供の実態に応じて、段階的に楽しく学ぶ剣道の基本動作の例の紹介

2.活動の実際 ※準備運動
(1)気・剣・体の一致を意識した楽しい動機付け
　 ① 発声選手権(気迫のある声)
　 ② 剣道じゃんけん(面・小手・胴)(礼法・目付)
　 ③ その他紹介:すり足りレー・すり足じゃんけん・手刀攻防など
(2)基本動作の習得に向けた活動例(手刀で段階的に)
　 ① 自然体・体さばき (足さばき)
　 ② 送り足(前進後退、左右など)
　 ③ ツーステップ⇒体を突き出す
　 ④ スキップ⇒股関節からの踏み込み 

　　　1. 2. 3.⇒1. 2.⇒1.⇒0から踏み込んで面⇒残心
　　　・ヤーヤーヤー画・面・面⇒ヤー踏み込んで面⇒残心
　　　・ヤーヤーヤー小手・小手・小手⇒ヤー踏み込み足小手⇒残心
　　　・ヤーヤーヤー胴・胴・胴⇒ヤー踏み込んで胴⇒残心

(3)竹刀の持ち方・構え方(中段の構え)
　 ① 素振り⇒正面・小手・胴(振り頭上で返す)
　 ② 竹刀で基本動作を身につける

　　　・ヤーヤーヤー面・面・面⇒ヤー踏み込んで面⇒残心
　　　・ヤーヤーヤー小手・小手・小手⇒ヤー踏み込み足小手⇒残心
　　　・ヤーヤーヤー胴・胴・胴⇒ヤー踏み込んで胴⇒残心

　 ③ 打ち方・打たせ方(打たせ方2通りの紹介)

　 　   ・対人:元立ち(師匠)と掛かり手(弟子)
　 　   ・礼⇒前進後退⇒面・小手・胴打ち抜けて⇒残心
　 　   ※振りかぶりと右足の踏み込みを合わせる(言葉で)

3.まとめ
※幼少年指導は、色々な子供への配慮、母親が子供を優しく
　教え諭すような眼差しで褒めて伸ばす指導を

1.趣旨と流れの確認 ※垂、胴を装着し竹刀を持って集合
※対人性を生かしたアイスブレーク的
　な動きで心と体をほぐす
※剣道の特性に触れ
　・発声(丹田から)
　・足さばき 
　・左足の引きつけ

※立腰教育 
　・腰骨を立てることで、やる気やけ
　　じめ自己を律する等を培い生きる
　　力を育む
　・後足の引きつけ
　　(後⇒右足、前⇒左足)
　・姿勢・目付
※左足の引きつけ
　・股関節(紙コップ)
※残心(不離五向) 
　・目・つま先・臍・剣先・心
※竹刀の安全点検 (どこを確認するか)
※中段の構え
　・左手の握り・剣先は一足一刀の間
　　合において両目の中央、または左
　　目の方向
　・竹刀の握る位置に印を付ける紹介
※刃筋
※打突部・打突部位 どこで、どこを打
　つのか・気剣体の一致 
・間合(相手との距離) 
・一足一刀・打ち抜けさせる 
※剣道の魅力は、人間形成に繋がる武
　道としての奥深さにある。
※難しいことを易しく、易しいことを深
　く、楽しく伝える工夫が求められる

・大きな声
・気を合わせる
・礼（目を見て）
・かっこいい

時 

配

（公社）福岡県剣道連盟　広報委員会

少年会員増加のための取り組みに伴うアンケート調査結果

　先般より県内各道場（剣道・居合道・杖道）に標記のアンケートをお願いしました。121の道場から回答
をいただきました。少年会員の減少は厳しい状況にあります。結果のすべてを記載することはできませんが、
まとめをお知らせします。 回答数 道場（剣道、居合道、杖道）：１２１道場

3. 今後、あなたのクラブや道場において、少年会員増加に向けて取組をするように求められたら、
　 あなたはどのようなことをしますか。（今後の参考に主な内容を掲載）

・稽古風景が目に付くように稽古場所を複数個所にする。
・お楽しみ剣道体験を考え実施する。
・小学生や中学生でリタイアする道場生徒が居るため、県内で活躍している者（高校生や警察官等）からの指導を定期  
　的に行うことで今後の目標になる。
・剣道とともに学習面、社会性の向上に向けた取組み。
・授業協力者の講習会等に参加して、学校教育に役立つことに取組みたいと考えています。
・保護者や子どもの剣道を習ううえでのニーズを事前に確認して道場選びをしてもらうことが大事。勝負にこだわりつ  
　つ活動する道場か（特に保護者）もしくは試合にこだわらず礼儀や健康を重視する道場か等ミスマッチが起きないよ  
　うにしたい。各道場もHP等できちんと明示すべき。また道場間の移籍も容易に出来るような仕組みを検討すべき  
　かと思います。
・道場は剣道、居合道、杖道に特化して稽古できることは良いことです。しかし、一方で閉鎖的で屋外競技のように  
　人の目に触れることができません。映像で道場の中での出来事を配信することで、安心したイメージを持ってもら  
　えると思います。YouTubeを　媒体として、初心者の人でも興味を持ってもらえるような取組をしたいと思います。
・日本伝統歴史文化継承、日本人としての自覚と心身生理学的効果
・漫画や映画などでのかっこ良いイメージを大事にしながら、諦めたくならないように厳しさより楽しく稽古できること  
　を優先する。
・まずはやめさせないことが一番重要だと考えています。一人やめることはマイナス５にも10にもなると考えています。
・他の競技に比べて、勝敗だけではなく、人間形成に重きを置いているという事をアピールする。
・稽古風景だけでなく、道路の清掃等ボランティア活動を行っている動画をSNSにてあげる。
・SNS、HPを活用する場合は、可能なら自治体のHPと連携すると効果がある。

※紙面の都合上主な取組を掲載しました。

１. 小・中学生の会員を増やすため、これまでに何か取組をしましたか。
道場の数

は　い

いいえ

１００

２１

８３％

１７％

割合（％）
危機感からか多くの
道場が「はい」として
います。

2. 取り組んだ内容について教えてください。
取組の内容 道場の数 割合（％）

ポスター、チラシ、店舗掲示

SNS、ホームページ、インスタグラム、Facebook

口コミ、声掛け、勧誘

体験会

その他

４３

２７

３６％

２２％

２６ ２１％

１７ １７％

２５ ２０％

・学校訪問、公民館
　活用
・レクリエーション
　活動
・嫌いにさせない、　
　諦めさせない工夫

等

その他
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五
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。
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医科学安全委員会
福重　哲志
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①
急
に
生
じ
た
急
性
腰
痛
、②
三
か
月

以
上
続
く
慢
性
腰
痛
、③
下
肢
の
痛
み
や

し
び
れ
を
伴
っ
た
腰
痛
、④
が
ん
の
転
移

に
伴
う
危
険
な
腰
痛
に
分
け
て
説
明
し

ま
す
。

　
① 

急
性
腰
痛
：
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古
や
試
合
の
最
中

や
後
に
急
に
生
じ
た
腰
痛
で
す
。
多
く
の

場
合
は
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、
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れ
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椎
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る
椎
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関
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る
痛
み
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
② 
慢
性
腰
痛
：
慢
性
腰
痛
は
急
性
腰

痛
が
完
全
に
治
ら
な
い
状
態
で
稽
古
を
続

け
た
場
合
や
、
姿
勢
の
問
題
、
腰
椎
を

支
え
る
腹
筋
が
衰
え
た
状
態
な
ど
で
起
き

る
こ
と
が
多
い
腰
痛
で
す
。

　※

①
、②
の
腰
痛
で
は
痛
み
が
強
い
と
き

に
は
安
静
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
稽

古
前
後
に
十
分
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
こ

と
、
腹
筋
の
筋
力
を
鍛
え
る
こ
と
も
必
要

で
し
ょ
う
。
過
度
な
腰
椎
前
弯（
下
腹
部

が
突
き
出
る
よ
う
な
姿
勢
）は
腰
痛
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
の
で
構
え
や
打
ち
込
み

時
の
姿
勢
に
つ
い
て
も
注
意
が
必
要
で
す
。

（
腰
痛
の
予
防
や
治
療
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ

チ
の
具
体
的
方
法
は
剣
道
講
習
会
資
料

や
全
日
本
剣
道
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
）

　
③ 

下
肢
の
し
び
れ
や
痛
み
を
伴
う
腰

痛
：
急
に
生
じ
た
場
合
に
は
腰
椎
間
に
あ

る
椎
間
板
内
の
髄
核
と
い
う
ゼ
リ
ー
状
の

も
の
が
飛
び
出
し
て
神
経
を
圧
迫
す
る
椎

間
板
ヘルニ
ア
、
徐
々
に
生
じ
た
場
合
に
は

骨
の
変
形
に
よ
る
変
形
性
腰
椎
症
に
よ
る

下
肢
に
行
く
神
経
圧
迫
、
腰
椎
や
靱
帯

の
変
形
肥
厚
に
よ
り
神
経
が
圧
迫
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
な
ど
が

原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　※

③
の
腰
痛
で
は
医
療
機
関
を
受
診
し

診
断
と
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
薬
物
治
療
、
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の

治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は

手
術
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
④ 

危
険
な
腰
痛（
が
ん
の
転
移
に
よ

る
腰
痛
）：
会
員
の
皆
様
は
中
高
年
の
方

が
多
く
、
言
い
換
え
れ
ば
が
ん
年
齢
に
あ

る
と
言
え
ま
す
。
が
ん
が
腰
椎
に
転
移
す

る
と
腰
痛
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
多
く
の

が
ん
が
腰
椎
に
転
移
し
ま
す
が
中
で
も
前

立
腺
が
ん
、
肺
が
ん
、
乳
が
ん
な
ど
が
腰

椎
に
転
移
し
や
す
い
が
ん
で
す
。
が
ん
以

外
が
原
因
の
急
性
腰
痛
の
場
合
二
週
間
程

度
す
る
と
痛
み
が
軽
く
な
っ
て
く
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
時
間
の
経

過
と
と
も
に
強
く
な
っ
て
く
る
痛
み
、
夜

間
臥
床
し
て
も
痛
み
が
続
く
場
合（
夜
間

痛
）、
腰
椎
を
拳
で
軽
く
た
た
く
と
強
い

痛
み
を
生
じ
る
場
所
が
あ
る
場
合（
叩
打

痛
あ
り
）等
は
が
ん
に
よ
る
腰
痛
を
疑
う

必
要
が
あ
り
、
早
急
に
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
腰
痛
と
言
って
も
様
々
な
種

類
が
あ
り
ま
す
。
大
部
分
の
腰
痛
は
自

分
で
治
す
こ
と
が
で
き
る
腰
痛
で
す
。
繰

り
返
し
ま
す
が
稽
古
前
後
の
十
分
な
準

備
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
実
践
す
る
こ
と

が
腰
痛
の
予
防
と
治
療
に
も
な
り
ま
す
の

で
是
非
行
う
よ
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
前
号
の
記
事
の
続
編
と
し

て
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
つ
い
て
の
研
究
方

法
と
結
果
に
つ
い
て
少
し
お
示
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
研
究
テ
ー
マ
は「
剣
道
昇
段
審
査
に
向

け
た
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
法
の
有
効
性

の
検
討―

高
齢
者
を
対
象
に―

」と
し
、

対
象
者
は
剣
道
八
段
審
査
受
審
前
の
六
十

五
歳
以
上
の
二
名
と
し
ま
し
た
。
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
瞑
想
法
を
実
施
し
、
心
理
面
へ

の
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
内
容
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

瞑
想
法
が
、
高
齢
者
の
心
理
的
側
面
に
及

ぼ
す
効
果
に
つ
い
て
、
量
的
お
よ
び
質
的

ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

心
理
的
競
技
能
力
診
断
検
査
　
　
　

(Diagnostic Inventory of Psychological 
Com
petitive Ability for Athletes

：
以

下
、Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
．３
と
記
述)

や
日
本
語
版

主
観
的
幸
福
感
尺
度(Subjective 

Happiness Scale

：
以
下
、Ｓ
Ｈ
Ｓ
と
記
述)

を
用
い
て
客
観
的
な
結
果
を
導
き
出
す
だ

け
で
な
く
、
質
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
自

由
記
述
式
の
記
録
を
用
い
た
こ
と
で
、
量

（一社）伝統保存継承学舎 
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中野麻衣子

(

続)

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
し
て
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

的
に
測
定
さ
れ
た
得
点
の
変
化
に
は
表
れ

な
い
、
よ
り
実
際
の
経
験
に
即
し
た
変
化

を
捉
え
る
こ
と
も
目
指
し
ま
し
た
。

● 

Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
．３
に
つ
い
て

　
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
．３
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

心
理
的
特
性
を
評
価
す
る
指
標
と
し
て

広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
競
技
レ
ベル
が
高

い
ほ
ど
高
得
点
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
い
ま
す(

徳
永
ほ
か
、
２
０
０
０)

。

● 

Ｓ
Ｈ
Ｓ
に
つ
い
て

　
主
観
的
幸
福
感
を
測
定
す
る
尺
度
で

あ
る
、Ｓ
Ｈ
Ｓ
は
、「
人
生
に
対
す
る
前
向

き
の
気
持
ち
」「
達
成
感
」「
自
信
」「
至
福

感
」「
人
生
に
対
す
る
失
望
感
」の 

五
因

子
、
十
五
項
目
か
ら
な
り
ま
す(

伊
藤
、

２
０
０
３)

。
本
調
査
で
は
、Ｓ
Ｈ
Ｓ
の
合
計

点
を
主
観
的
幸
福
感
と
し
て
用
い
ま
し

た
。
な
お
、
得
点
が
高
い
ほ
ど
、
主
観
的

幸
福
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
ま
す
。

● 

自
由
記
述
に
つ
い
て

　
毎
回
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
法
の
実

施
後
に
記
入
を
求
め
ま
し
た
。
質
問
項

目
は
以
下
の
通
り
で
す
。

１
．
そ
の
回
に
実
施
し
た
内
容
に
対
す

　
　
る
感
想

　
⑴
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
効
果
を
感
じ
た
か

　
⑵
前
回
と
ど
ち
ら
に
効
果
を
感
じ
た
か

　
⑶
前
回
か
ら
何
か
変
化
を
感
じ
た
か

　
⑷
昇
段
審
査
に
臨
む
心
境
に
つ
い
て

２
．
審
査
会
後
の
感
想
や
意
見

　
⑴
今
回
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
法
を

　
　
実
施
し
て
、
審
査
会
で
感
じ
た
こ
と

　
　
に
つい
て
自
由
に
記
述
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑵
今
後
も
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
法

　
　
を
導
入
し
た
い
か
ど
う
か
。

　
⑶
右
記
質
問
で
、「
は
い
」と
回
答
し
た

　
　
場
合
は
、ど
の
点
を
導
入
し
た
い
か
。

　
結
果（
考
察
）は
、
剣
道
段
位
制
度
の

最
高
峰
で
あ
る
八
段
の
昇
段
審
査
会
の
受

審
者
で
あ
る
高
齢
者
二
名
を
対
象
と
し
ま

し
た
が
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
法
が
メ

ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
有
効
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
明
確
に
は
判
断
し
に
く
い
も

の
で
し
た
。
理
由
は
複
数
あ
り
ま
す
が
、

㆒
つ
目
は
、Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
．３
は
、
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
心
理
的
競
技
能
力
を
評
価
す
る

指
標
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
競

技
レ
ベル
が
高
い
ほ
ど
高
得
点
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
剣
道
学
習
者

の
心
理
的
競
技
能
力
は
明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

八
段
審
査
受
審
者
へＤ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
．３
を
実

施
し
、
八
段
に
合
格
す
る
者
と
そ
う
で
な

い
者
の
心
理
的
競
技
能
力
の
差
異
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
今
回
、
用

い
た
心
理
検
査
は
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
．３
と
Ｓ
Ｈ

Ｓ
で
し
た
が
、Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
．３
は
心
理
的
な

特
性
を
定
量
的
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
短

期
間
で
の
数
値
の
変
化
を
捉
え
る
こ
と
が

難
し
く
、
そ
の
場
の
気
分
を
即
時
に
測
定

で
き
る
気
分
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
検
査(Profile 

of M
ood States

：Ｐ
Ｏ
Ｍ
Ｓ)

や
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ

状
態
・
特
性
不
安
検
査
な
ど
複
数
の
心

理
検
査
を
検
討
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
武
道
の
特
性

と
し
て
、
五
十
年
以
上
の
剣
道
学
習
熟
練

者
で
あ
る
本
研
究
の
対
象
者
は
、
運
動
的

瞑
想
法
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
法
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
仏
教

の
瞑
想
法
を
自
然
に
何
十
年
も
実
践
さ
れ

て
い
ま
す
。
剣
道
は
、
平
均
寿
命
を
超
え

た
年
齢
ま
で
、
剣
道
の
高
段
の
審
査
会
に

挑
戦
で
き
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
年
齢
と
稽
古
で
剣
を
交
え
る
と
い
っ

た
特
異
性
が
あ
り
、
本
研
究
の
対
象
者

は
ス
ポ
ー
ツ
競
技
者
と
い
う
よ
り
も「
生
涯

に
わ
た
り
剣
道
の
修
行
を
積
む
者
」で
あ

り
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
．３
が
適
さ
な
か
っ
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
剣
道
の
熟
練
者
を
対

象
と
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
影
響
を
除
外

す
る
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
案
を
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
法
に
つ
い

て
は
、
本
研
究
の
対
象
者
か
ら
自
由
記

述
の
記
録
に
よ
り「
呼
吸
法
に
効
果
を
感

じ
た
」と
回
答
が
得
ら
れ
た
の
で
、
呼
吸

法
の
み
を
導
入
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
検
討

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
本
研
究
で
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想

法
を
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
技
法
と
し

て
介
入
し
ま
し
た
が
、
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
は
他
に
も
様
々
な
技
法
が
研
究
さ
れ

て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
、
自
分
に
合
っ

た
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
技
法
を
探
す

こ
と
も
お
勧
め
し
ま
す
。
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学
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今
回
は
剣
道
と
腰
痛
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。
以
前
会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
五
人
に一人
の

会
員
の
方
が
腰
痛
を
経
験
あ
る
い
は
腰
痛

で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

剣
道
愛
好
者
に
と
っ
て
腰
痛
は
高
頻
度
に

見
ら
れ
る
障
害
で
す
。

　
剣
道
は
左
右
非
対
称
の
構
え
か
ら
打
ち

込
み
、
体
当
た
り
な
ど
の
腰
に
大
き
な
負

担
が
か
か
る
動
作
の
く
り
返
し
で
す
。
こ

の
た
め
腰
を
支
え
る
筋
肉
や
靱
帯
に
障
害

を
生
じ
や
す
く
な
り
腰
痛
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
長
年
の
稽
古
で
腰
椎
の

変
形
や
靱
帯
の
肥
厚
を
生
じ
る
こ
と
で
腰

椎
中
の
脊
髄
や
神
経
の
通
り
道
で
あ
る
脊

柱
管
が
狭
く
な
り
神
経
が
圧
迫
さ
れ
る
こ

と
で
腰
痛
の
み
な
ら
ず
下
肢
の
し
び
れ
や

痛
み
を
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
剣
道
に
関
連
す
る
腰
痛
を
、

医科学安全委員会
福重　哲志

剣
道
と
腰
痛
に
つい
て

医
科
学
安
全
委
員
会

だ
よ
り

①
急
に
生
じ
た
急
性
腰
痛
、②
三
か
月

以
上
続
く
慢
性
腰
痛
、③
下
肢
の
痛
み
や

し
び
れ
を
伴
っ
た
腰
痛
、④
が
ん
の
転
移

に
伴
う
危
険
な
腰
痛
に
分
け
て
説
明
し

ま
す
。

　
① 

急
性
腰
痛
：
稽
古
や
試
合
の
最
中

や
後
に
急
に
生
じ
た
腰
痛
で
す
。
多
く
の

場
合
は
腰
椎
を
支
え
る
筋
肉
や
筋
膜
、

靱
帯
に
由
来
す
る
腰
痛
で
す
。
い
わ
ゆ
る

ぎ
っ
く
り
腰
も
急
性
腰
痛
で
す
が
、
こ
れ

は
腰
椎
を
支
え
る
椎
間
関
節
に
起
因
す

る
痛
み
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
② 

慢
性
腰
痛
：
慢
性
腰
痛
は
急
性
腰

痛
が
完
全
に
治
ら
な
い
状
態
で
稽
古
を
続

け
た
場
合
や
、
姿
勢
の
問
題
、
腰
椎
を

支
え
る
腹
筋
が
衰
え
た
状
態
な
ど
で
起
き

る
こ
と
が
多
い
腰
痛
で
す
。

　※

①
、②
の
腰
痛
で
は
痛
み
が
強
い
と
き

に
は
安
静
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
稽

古
前
後
に
十
分
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
こ

と
、
腹
筋
の
筋
力
を
鍛
え
る
こ
と
も
必
要

で
し
ょ
う
。
過
度
な
腰
椎
前
弯（
下
腹
部

が
突
き
出
る
よ
う
な
姿
勢
）は
腰
痛
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
の
で
構
え
や
打
ち
込
み

時
の
姿
勢
に
つ
い
て
も
注
意
が
必
要
で
す
。

（
腰
痛
の
予
防
や
治
療
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ

チ
の
具
体
的
方
法
は
剣
道
講
習
会
資
料

や
全
日
本
剣
道
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
）

　
③ 

下
肢
の
し
び
れ
や
痛
み
を
伴
う
腰

痛
：
急
に
生
じ
た
場
合
に
は
腰
椎
間
に
あ

る
椎
間
板
内
の
髄
核
と
い
う
ゼ
リ
ー
状
の

も
の
が
飛
び
出
し
て
神
経
を
圧
迫
す
る
椎

間
板
ヘルニ
ア
、
徐
々
に
生
じ
た
場
合
に
は

骨
の
変
形
に
よ
る
変
形
性
腰
椎
症
に
よ
る

下
肢
に
行
く
神
経
圧
迫
、
腰
椎
や
靱
帯

の
変
形
肥
厚
に
よ
り
神
経
が
圧
迫
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
な
ど
が

原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　※

③
の
腰
痛
で
は
医
療
機
関
を
受
診
し

診
断
と
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
薬
物
治
療
、
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の

治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は

手
術
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
④ 

危
険
な
腰
痛（
が
ん
の
転
移
に
よ

る
腰
痛
）：
会
員
の
皆
様
は
中
高
年
の
方

が
多
く
、
言
い
換
え
れ
ば
が
ん
年
齢
に
あ

る
と
言
え
ま
す
。
が
ん
が
腰
椎
に
転
移
す

る
と
腰
痛
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
多
く
の

が
ん
が
腰
椎
に
転
移
し
ま
す
が
中
で
も
前

立
腺
が
ん
、
肺
が
ん
、
乳
が
ん
な
ど
が
腰

椎
に
転
移
し
や
す
い
が
ん
で
す
。
が
ん
以

外
が
原
因
の
急
性
腰
痛
の
場
合
二
週
間
程

度
す
る
と
痛
み
が
軽
く
な
っ
て
く
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
時
間
の
経

過
と
と
も
に
強
く
な
っ
て
く
る
痛
み
、
夜

間
臥
床
し
て
も
痛
み
が
続
く
場
合（
夜
間

痛
）、
腰
椎
を
拳
で
軽
く
た
た
く
と
強
い

痛
み
を
生
じ
る
場
所
が
あ
る
場
合（
叩
打

痛
あ
り
）等
は
が
ん
に
よ
る
腰
痛
を
疑
う

必
要
が
あ
り
、
早
急
に
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
腰
痛
と
言
って
も
様
々
な
種

類
が
あ
り
ま
す
。
大
部
分
の
腰
痛
は
自

分
で
治
す
こ
と
が
で
き
る
腰
痛
で
す
。
繰

り
返
し
ま
す
が
稽
古
前
後
の
十
分
な
準

備
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
実
践
す
る
こ
と

が
腰
痛
の
予
防
と
治
療
に
も
な
り
ま
す
の

で
是
非
行
う
よ
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
前
号
の
記
事
の
続
編
と
し

て
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
つ
い
て
の
研
究
方

法
と
結
果
に
つ
い
て
少
し
お
示
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
研
究
テ
ー
マ
は「
剣
道
昇
段
審
査
に
向

け
た
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
法
の
有
効
性

の
検
討―

高
齢
者
を
対
象
に―

」と
し
、

対
象
者
は
剣
道
八
段
審
査
受
審
前
の
六
十

五
歳
以
上
の
二
名
と
し
ま
し
た
。
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
瞑
想
法
を
実
施
し
、
心
理
面
へ

の
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
内
容
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

瞑
想
法
が
、
高
齢
者
の
心
理
的
側
面
に
及

ぼ
す
効
果
に
つ
い
て
、
量
的
お
よ
び
質
的

ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

心
理
的
競
技
能
力
診
断
検
査
　
　
　

(Diagnostic Inventory of Psychological 
Com
petitive Ability for Athletes

：
以

下
、Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
．３
と
記
述)

や
日
本
語
版

主
観
的
幸
福
感
尺
度(Subjective 

Happiness Scale

：
以
下
、Ｓ
Ｈ
Ｓ
と
記
述)

を
用
い
て
客
観
的
な
結
果
を
導
き
出
す
だ

け
で
な
く
、
質
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
自

由
記
述
式
の
記
録
を
用
い
た
こ
と
で
、
量

（一社）伝統保存継承学舎 
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中野麻衣子

(

続)

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
し
て
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

的
に
測
定
さ
れ
た
得
点
の
変
化
に
は
表
れ

な
い
、
よ
り
実
際
の
経
験
に
即
し
た
変
化

を
捉
え
る
こ
と
も
目
指
し
ま
し
た
。

● 

Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
．３
に
つ
い
て

　
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
．３
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

心
理
的
特
性
を
評
価
す
る
指
標
と
し
て

広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
競
技
レ
ベル
が
高

い
ほ
ど
高
得
点
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
い
ま
す(

徳
永
ほ
か
、
２
０
０
０)

。

● 

Ｓ
Ｈ
Ｓ
に
つ
い
て

　
主
観
的
幸
福
感
を
測
定
す
る
尺
度
で

あ
る
、Ｓ
Ｈ
Ｓ
は
、「
人
生
に
対
す
る
前
向

き
の
気
持
ち
」「
達
成
感
」「
自
信
」「
至
福

感
」「
人
生
に
対
す
る
失
望
感
」の 

五
因

子
、
十
五
項
目
か
ら
な
り
ま
す(

伊
藤
、

２
０
０
３)
。
本
調
査
で
は
、Ｓ
Ｈ
Ｓ
の
合
計

点
を
主
観
的
幸
福
感
と
し
て
用
い
ま
し

た
。
な
お
、
得
点
が
高
い
ほ
ど
、
主
観
的

幸
福
度
が
高
い
こ
と
を
示
し
ま
す
。

● 

自
由
記
述
に
つ
い
て

　
毎
回
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
法
の
実

施
後
に
記
入
を
求
め
ま
し
た
。
質
問
項

目
は
以
下
の
通
り
で
す
。

１
．
そ
の
回
に
実
施
し
た
内
容
に
対
す

　
　
る
感
想

　
⑴
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
効
果
を
感
じ
た
か

　
⑵
前
回
と
ど
ち
ら
に
効
果
を
感
じ
た
か

　
⑶
前
回
か
ら
何
か
変
化
を
感
じ
た
か

　
⑷
昇
段
審
査
に
臨
む
心
境
に
つ
い
て

２
．
審
査
会
後
の
感
想
や
意
見

　
⑴
今
回
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
法
を

　
　
実
施
し
て
、
審
査
会
で
感
じ
た
こ
と

　
　
に
つい
て
自
由
に
記
述
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑵
今
後
も
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
法

　
　
を
導
入
し
た
い
か
ど
う
か
。

　
⑶
右
記
質
問
で
、「
は
い
」と
回
答
し
た

　
　
場
合
は
、ど
の
点
を
導
入
し
た
い
か
。

　
結
果（
考
察
）は
、
剣
道
段
位
制
度
の

最
高
峰
で
あ
る
八
段
の
昇
段
審
査
会
の
受

審
者
で
あ
る
高
齢
者
二
名
を
対
象
と
し
ま

し
た
が
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
法
が
メ

ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
有
効
か
ど
う

か
に
つ
い
て
、
明
確
に
は
判
断
し
に
く
い
も

の
で
し
た
。
理
由
は
複
数
あ
り
ま
す
が
、

㆒
つ
目
は
、Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
．３
は
、
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
心
理
的
競
技
能
力
を
評
価
す
る

指
標
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
競

技
レ
ベル
が
高
い
ほ
ど
高
得
点
で
あ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
剣
道
学
習
者

の
心
理
的
競
技
能
力
は
明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

八
段
審
査
受
審
者
へＤ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
．３
を
実

施
し
、
八
段
に
合
格
す
る
者
と
そ
う
で
な

い
者
の
心
理
的
競
技
能
力
の
差
異
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、
今
回
、
用

い
た
心
理
検
査
は
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
．３
と
Ｓ
Ｈ

Ｓ
で
し
た
が
、Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
．３
は
心
理
的
な

特
性
を
定
量
的
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
短

期
間
で
の
数
値
の
変
化
を
捉
え
る
こ
と
が

難
し
く
、
そ
の
場
の
気
分
を
即
時
に
測
定

で
き
る
気
分
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
検
査(Profile 

of M
ood States

：Ｐ
Ｏ
Ｍ
Ｓ)

や
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ

状
態
・
特
性
不
安
検
査
な
ど
複
数
の
心

理
検
査
を
検
討
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
武
道
の
特
性

と
し
て
、
五
十
年
以
上
の
剣
道
学
習
熟
練

者
で
あ
る
本
研
究
の
対
象
者
は
、
運
動
的

瞑
想
法
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
法
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
仏
教

の
瞑
想
法
を
自
然
に
何
十
年
も
実
践
さ
れ

て
い
ま
す
。
剣
道
は
、
平
均
寿
命
を
超
え

た
年
齢
ま
で
、
剣
道
の
高
段
の
審
査
会
に

挑
戦
で
き
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
年
齢
と
稽
古
で
剣
を
交
え
る
と
い
っ

た
特
異
性
が
あ
り
、
本
研
究
の
対
象
者

は
ス
ポ
ー
ツ
競
技
者
と
い
う
よ
り
も「
生
涯

に
わ
た
り
剣
道
の
修
行
を
積
む
者
」で
あ

り
Ｄ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
．３
が
適
さ
な
か
っ
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
剣
道
の
熟
練
者
を
対

象
と
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
影
響
を
除
外

す
る
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
案
を
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
法
に
つ
い

て
は
、
本
研
究
の
対
象
者
か
ら
自
由
記

述
の
記
録
に
よ
り「
呼
吸
法
に
効
果
を
感

じ
た
」と
回
答
が
得
ら
れ
た
の
で
、
呼
吸

法
の
み
を
導
入
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
検
討

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　
本
研
究
で
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想

法
を
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
技
法
と
し

て
介
入
し
ま
し
た
が
、
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
は
他
に
も
様
々
な
技
法
が
研
究
さ
れ

て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
、
自
分
に
合
っ

た
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
技
法
を
探
す

こ
と
も
お
勧
め
し
ま
す
。
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今
年
は
、元
旦
よ
り
大
き
な
ニュ
ー
ス
が
飛

び
込
み
ま
し
た
。能
登
半
島
地
震
で
す
。

会
員
の
皆
様
の
中
に
は
、ご
親
族
、ご
友
人
、

知
人
の
方
が
震
災
に
あ
わ
れ
た
方
も
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。振
り
返
れ
ば
、二
十
八
年
前
の
阪

神
淡
路
大
震
災
、十
三
年
前
の
東
日
本
大
震

災
、八
年
前
の
熊
本
地
震
、そ
し
て
今
回
の
能

登
半
島
地
震
。大
き
な
地
震
が
間
隔
を
短
く

し
て
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
る
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　
師
か
ら
贈
ら
れ
た
掛
け
軸『
平
常
心
是

道
』事
に
あ
た
っ
て
普
通
通
り
で
居
ら
れ
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、師
か
ら
は
平
常
心

と
は
平
常（
平
生
）の
心
構
え
だ
と
言
わ
れ
ま

し
た
。想
定
訓
練
な
ど
㆒
番
身
近
な
事
例
で

す
。震
災
も
で
す
が
、こ
の
四
年
間
コ
ロ
ナ
禍

で
体
験
し
た
も
の
は
次
の
世
代
に
受
け
継
が

せ
て
い
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。そ
う
い
う
も
の

を
こ
の
剣
脈
を
通
じ
て
報
じ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
少
子
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、少
年
少
女
の
武

道
に
対
す
る
関
心
度
は
薄
れ
る
ば
か
り
。剣

道
、居
合
道
、杖
道
人
の
㆒
人
㆒
人
が
、知
人

に
㆒
声
掛
け
る
・・・
先
ず
は
こ
の
声
掛
け
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　（
広
報
委
員
会
：
小
田
）

かまど

昇
　
格

剣
道「
教
士
」（
令
和
五
年
十
一
月
十
五
日
）

大
野

　健
一

堀

　
　
　智

池
田

　博
貴

岸
上
雄
一
郎

兼
田

　圭
介

山
下
幸
太
郎

酒
見

　幸
治

友
田

　秀
志

河
野

　義
博

山
内
正
太
郎

中
野

　清
隆

毛
利

　幸
路

川
添

　淳
一

井
上

　
　忠

大
友
久
仁
子

横
川

　佳
子

田
中
賢
一
郎

小
川

　春
吉

板
野

　幸
久

秋
吉

　
　浩

朝
崎

　勝
之

富
松

　裕
明

三
栗
野
真
次

林

　
　耕
次

向
江

　隆
治

安
河
内
裕
治

沼
田

　
　忍

西
田

　
　強

横
溝
俊
二
郎

剣
道「
錬
士
」（
令
和
五
年
十
一
月
十
五
日
）

山
本

　杏
莉

増
田

　勝
也

草
場

　太
郎

加
幡

　直
樹

藤
岡

　弘
径

西
村
龍
太
郎

藤
井

　勝
也

村
田

　享
平

今
村

　洋
輔

野
口

　将
士

川
中

　義
彦

伊
藤

　基
修

今
泉

　佑
太

武
末

　
　亮

黨

　
　
　雅

野
口

　豊
浩

秋
吉

　秀
範

石
松

　良
孝

海
付

　龍
也

安
達

　友
裕

大
坪

　信
幸

猪
原

　次
郎

石
井

　規
子

田
口

　博
之

松
尾

　則
行

飛
田

　敬
二

居
合
道「
教
士
」（
令
和
五
年
十
一
月
十
五
日
）

廣
房

　憲
治

安
部

　輝
幸

末
山

　幸
一

昇
格
・
昇
段

剣
道「
六
段
」（
令
和
五
年
十
一
月
十
二
日
）

柳
井

　優
和

佐
々
木
高
雅

小
田

　将
義

大
里

　英
之

石
田

　昭
吾

剣
道「
六
段
」（
令
和
六
年
二
月
四
日
）

冨
田
剣
太
郎

緒
方

　大
地

松
尾

　健
汰

松
﨑

　凌
治

剣
道「
五
段
」（
令
和
六
年
二
月
十
八
日
）

妹
尾
翔
太
郎

宮
崎
俊
太
郎

野
中

　皓
文

松
尾
倫
太
郎

椛
島

　貴
己

藤
田

　悠
人

荒
木

　僚
太

秋
山

　健
太

佐
藤

　祐
太

平
岡

　良
脩

安
河
内
政
弘

佐
野

　昌
平

三
浦

　雄
蔵

土
屋

　幹
太

江
口

　祐
樹

髙
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大

白
井

　博
己

北
嶋

　
　優

上
野

　卓
馬

吉
武

　雅
人

栗
山

　洋
平

小
佐
々
貴
仁

石
橋

　正
輝

大
田
黒
和
也

岡
石

　和
浩

井
口

　
　真

剣
道「
七
段
」（
令
和
六
年
二
月
三
日
）

西

　福
太
郎

櫻
木

　大
海

折
居

　奨
太

堀
内

　清
隆

甲
斐

　康
裕

今
村

　
　剛

橋
本
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次
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藤
原
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行

山
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石
井

　豊
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大
黒
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一
郎

高
井

　正
敏

昇
　
段

五
段
以
上
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者
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道「
七
段
」（
令
和
五
年
十
一
月
十
一
日
）

江
﨑
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加
治
慶
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郎

山
下
慎
二
郎

花
田
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一

居
合
道「
七
段
」（
令
和
五
年
十
二
月
五
日
）

井
手
烈
太
郎

坂
田
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居
合
道「
六
段
」（
令
和
五
年
十
二
月
五
日
）
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ズ 
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ャ
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横
田

　篤
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上
野
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居
合
道「
錬
士
」（
令
和
五
年
十
一
月
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五
日
）

久
保

　育
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磯
野
美
佐
緒

庄
村

　育
功

溝
口

　敬
二

杖
道「
錬
士
」（
令
和
五
年
十
一
月
十
五
日
）

荒
木

　正
亨

磯
野
美
佐
緒

杖
道「
五
段
」（
令
和
五
年
十
一
月
十
五
日
）

柿
本
由
貴
美

森

　
　信
彦

澤
岡

　弘
一

落
石

　智
基

梶
原

　勝
彦

杉
本

　充
治

簑
添

　潤
二

吉
次

　雅
彦

税
田

　健
司

佐
藤

　勝
詔
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方
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介
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宮
ケ
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也

渡
邊

　貴
之

古
田
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北
島

　良
太

村
上
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井
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川
口
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末

　
　寛
行

三
宅
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敬

広
重
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俊

末
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規

深
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彦

竹
松
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信
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　一

田
江

　遥
香

𠮷
田
未
咲
希

野
田

　華
凜

綾
部
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星

岩
谷

　典
子

上
田

　明
希

加
藤
和
歌
奈

松
尾

　
　優

原
田

　詳
子

小
川

　和
也

坂
尾
竜
太
郎

後
藤

　啓
介

久
保
有
希
奈

森
本
沙
央
里

吉
川

　真
由

草
野

　英
也

馬
場

　祐
輔

大
曲

　健
太

川
谷

　祥
子

似
吹

　史
昭

酒
井

　裕
史

兼
屋

　友
生

勝
木

　隆
司

古
賀

　宣
裕

崎
野

　勇
介

西
岡

　将
隆

吉
田

　武
史

武
岡

　
　稔

中
野

　
　亮

太
田

　友
幸

岩
佐
泰
一
朗

中
原

　武
伸

井
上

　晋
祐

寺
坂

　
　聡

仲
西

　靖
之

光
耒
出
和
人

金
子

　誠
剛

北
島

　高
信

日
田

　樹
男

波
多
江
み
の
り

緒
方

　良
守

藤
瀬

　紀
英

久
山

　賢
治

村
田

　安
生

大
戸

　龍
太

木
龍

　秀
孝

内
藤

　輝
明

岸
野

　裕
子

松
本

　和
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野
口

　幹
矢

中
本

　幸
範

髙
野

　哲
夫

剣脈に関して要望がございましたらホームページよりお気軽にお問い合わせください。


